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通
じ
て
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た
る
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_
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狀
磁

 

笫
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\
虎 

し
0 

三
-六

®

を

规

定

せ

ざ

る

を#

な
ぐ
な
つ
た
の
で
あ
る
。：

.

以
上

H
e
r
s

 
the 

P
l
o
w
m
a
n

を
通
じ
て
第
十
四
世
紀
に
於
け

る
英
國
の
祉
會
狀
態
を

fi
察
し
た
。
 

以
上
の
外
ま
だ
論
：す

V

き
點
，が
少
な
ぐ
な
い
が
、思
の
外
紙
數
を
翁
し
た

.か

£
、こ
れ
を
他
.の
機 

會
■に
讓
る
ノ

S

A
は

^

時
の
社
會
狀
態
に
對
す
る

L
a
n
g
l
s
d

の
考
へ
を
眺
め
る
時
、彼
の
思
想 

:が
：中
世
期
に
於
け

!,
.る
眞
而
自
な
基
；瞥
敎
徒
以
上
に
出
な
い
こ
士
を
知
る
。
す
で
に
述
べ
た
る 

疫
病
流
行
に
對
す
る
天

il
l

說
は
去
ふ
ま
で
も
な
ぐ
、そ
の
商
業
に
對
す
る
意
見
、®
民
に
關
す
る 

_

論
.そ
の
最
も
す
ぐ
一
れ
た
ぅ

k

思
は
る
ゝ
宗
敎

±

の
改
革
說

.に，し
て
も
、恐
ら

ぐ

常
時
の

人
.々 

'.
,
:の

|»
事
に
意
識
油

—

に
威
ひ
は

®

ま

_

的
に
#
し
た
る
も
の
以
上
に
出
な
い
も
の
で
あ
ら
ぅ 

し
そ
れ
だ
け
當
時
の
英
國
人
が
將
に
國
民
的

.幽

.結
を
紐
成
せ
ん

V 」

す
：る
途
上
の
變
遞
を
明 

か
に
す
る
材
料
た
り
得
る
。
故
に
こ
の

s

s
 the 

P
l
o
w
m
a
n

の

ff
i

値
は
第
十
四
世
紀
に
於
け
る 

:英
國

Q

ML
會
的
ス
：ヶ
ッ
チ
を
吾
人
に
注
々
ふ
し
て
示
し
て
吳
れ
る
點
ヾ

」

當
_時
の
英
國
民
の
抱
け 

る

©

想
的
傾
向
を
示
し
：て
ぬ
る

.點
に
あ
る
。：思
想
そ
の

.
も
の
に
於
い
て
は
ミ

U

S
等

V 」

は
興 

な
り
、極
め
て
平
凡
な
も
の

4

云
：ふ

'̂

(
昭

和

ご

年

七

月

十

七

日

透

-

一i 

j

.

.

.

. 

i
 

■

J
R

H
.
4
B
B
8
K

^^

(tErich Brandenburg,iDIe materialistische Geschichtsauffassung, Jhr Wesen und ihre wandc

月 en. 【92a
e>
.
^文w 

.
脚
註
^
除
く
蚤
譯
で
ぁ
る

.:
0
本
讲
は‘フ；ヲ
ソ
デ
ゾ
5

グ
が一

九
一
九
半
十
月
三
十

■

「

.日ラ
ィ
ブ
チ
タ

乜
大
舉
總
搵
就
任
の
際
1
1
試
み
；
：
記
念
講 

演
の

M稿
に
訊
正
抓
维
し
れ
む
の
で
わ
る
。
紙
數
僅

|-
七
十
过

|:
宠
た

'ない
小
册
子
で
は
ぁ
る
が

-唯
物
史
觀
の
主
避
間
題

泣̂
し
來
て
、
著
湣 

:獨
特
の
史
眼
か
ら
简
潔
明
瞭

|-
論
評
し
た
才
腕
は
逍

|:
巨

|2
、如
俎
は
乜
る
。
蕃
浯
は
結
周
、
唯
物
史
觀
じ
反
對
す
る
が
丼
の
言
ふ
所
、
彼
我
共
*卜 

傾
龆
す
ベ
き
む
の
弗
だ
多
く
、：：殊
に
終
始
、
內
往
的
批
評

‘以
て
臨
ん
だ
普
者
の
璐
度
は
敬
服
の
外
は
な
い
。
譯
港
は
必
す
し
も
悉
く
著
^
の
見 

:丨
辦
し
致
同
す
る
も
の
で

ii
nい
が
本

か̂
ら
受
け

?:
啓

il〔

小
唆
の
決
し
て
少
く
な
か
つ
た
报
^
撕
言
す
今
小
册
子
ミ
は
云
へ
唯
物
史
舰
研
究
の 

:吒
盛
な
る
今

'0
、
兆
信
来

も̂
兆
皮
對
洛
む
共Li

必
調
す
可

^
,技著
ミ
信
す
る
。

;
.
本
讲

4*
_ 了
し

/:
の
は
旣
1!1
1年
餘
以
前
で
ぁ
>
が
今
發
衷
す
る

1-
際
し
て
全
く
改
譯
し
た
0
此
間
絕
へ
す
示
敎
激
勵
か
賜
つ
れ
小
衆
丨

AI
I
W 

兩
先
生

*レ深
く
謝
す
る
次
第
で
ぁ
る
ド
又
拙
譯
の
揭
載

快̂
く
お
許
し
下
さ
つ

/:
高
橘
誠
一
郧
先
生

U傾
く
御
禮
⑴
す
次
第
で
ぁ
る
。

i
£
>-x
-
i 

も
^
撤
な
ず
は
宋
熟
な
る

|/
1

の̂
た
め

{:
課
解
誠

の̂
個
所
少
な
か
ら
ず
、
獨
り
原
蕃

^
|-
禮

4>
失
し
た
の
み
な
ら
す
、
又
楚
等
胳
先
生
の
期 

待LL

背
い
た
祺
で
わ
る

0:
大
方
の
御
叱
：|1
1
を
俟
つ
の
み」

W
IC
M御
名
は

•■唯物
史
舰
、
兆
本
質
及

'び變
邀」

で
わ
る
が
服
り
に
標
題
の
如
く
改
め
た
。
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怨
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1

1

^

^
 レ 

猫

八

號

九

ニ 

ニ
、
唯
物
史
觀
の
敍
述
：:'
:
:

三
、
上
勝
姐
築
め
無
力
:

四
、
マ
ギ
ク
ス
及
び
午
ゾ
ゲv

ス
の『

喵
物
論』

.

.

.

五
*
心
的
也M

力
せ
糊
念
論
的
上
層
述
築 

六
、
锊
濟
的f

,

機
必
然
性
；
:

、

七
ノ
迎
化
に
役
立
つ
ニ
要
阁
迖
し
て
の
心
的
要
素 

.
，.
'八

&
.然
的
架
素
は
發
展
方
In
i

說̂
明
す
^
U足
ら
す 

.九
、
唯
物
史
觏
の
缈
1
の
迤
般 

十
，
唯
物
史
覜
の
第
二
の
巡
展
'

」

:
: 
ノ 

十1

、
結
::
:.
:
論
 

：

1

、

_
物
史
觀
の
歴
史

^

々
の
|}
,

| 0

の
樣
に
斯
<

備
大
な
る
も
の
、
恐
る
べ
き
も
の
を
體
驗
し
た
時
代
に
は
、
歷
史
的
事
#

の
,

了
を
支 

配
し
て
ゐ
る
も
の
は
果
じ
て
、
A

g

の
思S

及
び
意
欲
ど
無
關
係
な
必
然
性
、
動
か
す

V

か
I

る
宿
命
で
は
な
い 

か
怎
ぅ
か
S

云
ふ
古
く
じ
て
: -

永
遠
に
新
な
る
問
題
が
特
別
の
カ
强
さ
で
逝
つ
て
來
る
。
此
問
題
に
答
へ
る
た
め
に 

企
て
ら
れ
た
多
數
の
試
み
の
中
I
一
つ
の
特
に
吾
々
の
注
意
を
要
求
す
る
も
の
が
あ
る
。
蓋
し
、
其
れ
は
同
時
に

I

つ 

の
*

K

な
る
社
會
的
、
政
治
的
綱
領
の
科
學
的
理
論
た
り
且
つ
科
g

的

纛

た

ら

ん

？

欲
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で 

ォ
る
佘
の
觀
る
殁
に
け
ぐ
は
和
人
も
妹
に
知
れ
る
如
ぐ
、

ヵ
ル
ル
*
マ
ル
ク
ス
及
び
フ
リ
ィ
ド
リ

ッ

ヒ
*
エ
ン
ゲ
ル 

ス
に
依
て
社
會
主
義
的
思
想
世
界
の
理
論
的
蒜
礎
ど
さ
れ
た
所
謂
唯
物
史
觀
が
即
ち
之
で

あ
る
。

■
 

. 

り

、
ニ
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一
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1
1
m

ぃ
脔
來
の
諸
體
系

V」

共
に
1

物
史
觀
も
亦
其
梵
周
の
意
義
に
於
い
て
は
未
だ
全

<

明
確
に
は
，決
定
せ
ら
れ
て
ゐ
な
、
 

の
で
あ
る
。

:1
|
1
1ち
獨
り
其
愤
値
に
就
て
の
み
な
ら
す
亦
其
正
當
の
解

#

に
關
し
て
恒
に
激
し
い
論
^
が
戰
は
さ
れ
て 

ゐ
，る
。
斯
說
の
：信
奉
者
も
、
其
反
對
渚
も
此
論
戰
に
參
加
し
た
。
成
人
は
斯
種
見
解
の
起
源
を
マ

\

ダ

ス
及
び
エ
ン 

ダ
ル
.
ス
以
前
に
求
め
た
。
或
人
は
此
見
解

w

ス
ビ
ノ
：ザ
、
力
ン
ト
、

へ
エ
ゲ
ル
、

フ
ォ
ィ
ユ
ル
バ
ッ
ハ
、

コ
ム
ト
、
芷 

統
派
經
濟
學
者
、
近
世
向
然
科
學
並
に
ダ
ァ

4

11

ズ
A

e

の
關
係
を
硏
究
し
た
。
か
く
て
此
思
想
家
の
一
言
一
句
に 

へ
對
し
て
願
微
鏡
的
硏
究
を
加
：へ

 

>
.そ
の
た
め
に
、
彼
の
學
說
系
統
全

0

の
精
神
を
顯
み
ざ
る
一
種
の
マ
ル
ク
ス
文
献 

.學
か：

澉
次
發
生
せ
ん
ど
し
て
ゐ
る
。
併
：し
此
體
系
の
全
體
並
に
そ
の
最
奧
の
動
機
か
ら
し
て
の
み
個
々
の
細
ョ
は
疋 

し
く
評
價
さ
れ
得
る
も

0

で
あ
る
，。
：

「「

:

佘
は
先
づ
ニ
三
の
著
名
な
る
事
實
を
想
起
す
る
。

マ
ル
ク
ス
及
び
エ
ン
ゲ
ル
ス
は

一

八
四
四
年
及
！ 

\

K_
q

五
年
親
. 

密
な
る
協
力
に
依
て
歷
史
的
發
艇
の
理
論
を
發
見
し
た
り
其
際
常
に
マ
，
ク
ス
•
其
精
神
的
指
導
者
で
あ
つ
た
事
は 

兩
人
の
諸
著
を

a

れ
ゐ
者
の
何
人
も
疑
は
な
い
所
で
あ
ら
ぅ
。
而
も
此
事
は
ニ
ン
ゲ
ル
ス
自
身
す
ら
快
く
之
を
承
認 

せ
グ
所
.で
あ
る
マ
ル
ク
ス
及
び
ェ
シ
グ
ル
ス
は
一
一
三
の
論
爭
的
著
作
の
中
に
系
統
的
«
括
こ
そ
試
み
て
は
ゐ
な
い 

: ^
^

に
«

得
.せ
る
^

解
を
表
设
し
之
に
對
し
彼
等

©

ら
劃
期
的
意
義
を
與
え
て
ゐ

-/
0

'

殊
に
マ
ダ

ク
ス
は
ブ
ル
ド
ン 

麟
灌「

哲
辱
の
貧
困

」

の
中
で
最
も
詳
»

に
之
を
說
明
し
て

.
ゐ
る
0「

共
產
黨
宣
翥

」

に
於
い
て
も
又
此
理
論
の
本
質
が 

述
ベ
ら
れ
て
ゐ
る
ビ
言
ふ
ょ
り
も
寧
ろ
假
定
さ
れ
て
ゐ
る
ご
言
ふ
ベ
き
で
あ
ら
ぅ
。
此
問
題
に
關
す
る
雨
人
の

K

_

 

大
な
る
^

著
は
當
時
其

.^

版
者
を
發
見
し
な
い
で
雎
た
斷
篇
の
儘
に
保
存
さ
れ
て
ゐ
る
ゾ
此
事
は
著
作
全
體
の

®

^
 

を
充
分
に
償
ふ
に
足
ら
な
い
も
の
で
あ
る
ビ
言
ふ
事
は
言
ふ
を
俟
れ
な
い
。
十
年
後

(

，一
八
五
九
.年)

初
め
て
ア
レ
ク
.

.':
:

: :
|

 

c

l

o

i;;
'

i

 觀

批

評

.

i
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I

第
二
十
一
怨C

I
O

六
四)

順
物
史
觀
拙
評 

笫
八
镀 

九
四 

ス
は「
經
濟
學
批
判」

序
文
中
に
彼
の
兇
解
の
原
理
を
ニ
三
の
簡
結
な
る
、
寸
鐵
的
章
句
の
中
に
總
«
し
た
が
此
れ
以 

:上
31

に
進
ん
で
其
擴
張
を
試
み
な
か
0

た
。

一
八
六
七
年
年
公
刊
さ
れ
た
彼
の
主
著「

資
本
論」

に
於
い
て
も
此
理
論 

は
常
に
知
ら
れ
た
も
の
^
し
て
假
定
さ
れ
て
ゐ
る
。一

八
七
八
年「

デ
ュ
ク
リ
シ
グ
駁
論
匕
に
於
て
初
め
て
エ
ン
ゲ
ル 

ス
は
览
に
詳
細
な
る
敍
述
を
企
て
た
。
彼
は
又
此
嘗
で
初
め
て
唯
物
史
觀
な
る
名
稱
を
用
ひ
た
の
で
あ
つ
た
。
爾
咪 

\唯
物
史
«
は
全
學
說
ビ
離
る
.べ
か
ら
ざ
る
關
係
を
以
て
發
達
し
、
此
名
稱
を
不
逾
當
ビ
認
め
る
信
奉
者
す
ら
敢
て
之 

を
放
棄
し
や
ぅ
ど
は
し
な
かa
た
。

':
:

ゎ
け
て
も
此
理
論
は
哲
學
者
"
歷
史
家
に
在
て
は
殆
んV」

全
く
何
等
の
注
意
を
喚
起
す
る
に
到
ら
な
か
つ
た
。一 

八
九
〇
年
以
來
初
め
て
之
に
對
す
る
比
較
的
眞
面
目
な
硏
究
が
、
か
の
パ
ク
ぐ
バ
ァ
ル
ト
の「

へ

エ
ゲ
ル
の
滕
史
钳 

摩
及
へ
エ
ゲ
ル
派
し
を
手
初
め
に
漸
<
現
は
る
>
に
到
つ
た
。
老
：エ
ン
ゲ
，
ス
自
ら
此
れ
が
辯
護
の
衝
に
赏
つ
た=

フ 

:
1フ
ン
.ッ
*
メ
エ
リ
ン
ダ
及
び
ヵ
ク
キ
ッ
ィ
も
亦
之
を
援
助
し
たC

併
し
乍
ら
同
時
.に
社
會
主
義
者
の
一
園
か
ら
斯
理
論 

の
櫥
張
、
加
之
"本
來
の
見
解
の
修
芷
さ
へ
も
必
要
だ
ど
の
聲
が
起
る
に
到
つ
た
。
此
聲
は
エ
ド
ァ
ル
ド
'
ベ
ル
ン
シ
ュ 

タ
ィ
ン
が
之
に
加
朥
す
る
に
及
ん
で
可
成
ら
强
い
共
鳴
を
兇
出
す
に
到
つ
た
。
法
律
哲
學
、
經
濟
學
及
び
偷
理
學
的 

方

面

か

、ら?¥
次
豸
®
攻
雜
が
增

»
レ
9

之
に
關
す
る
文
献
は
殆
んy
レ
迎
接
に
遑
無
き
程
に
增
加
す
る
に
到
つ
た
の
で 

あ
る
が
唯
專
門
の
歴
史
家
の
み
は
之
に
對
し
て
驚
ぐ
可
き
程
冷
淡
な
る
態
度
で
あ
つ
た
。
ラ
シ
ブ
レ
ヒ
ト
の
著
作
の 

允
め
に
#>
き
起
さ
れ
t2
M
し
い
論
爭
に
於
い
て
彼
は
其
反
對
者
.の
た
め
に
、
往
々
唯
物
史
觀
の
信
苯
漭
だ
ビ

看
做
さ 

れ
た
。
彼
は
此
主
張
を
拒
杏
し
た
が
萸
に
其
多
く
の
著
作
の
中
で
は
伃
細
に
涉
て
マ
ル
ク
ス
及
び
ュ
ン
ゲ
〃
ス
の
理

和
な
る
程
&
造
|.
響
を
及
ほ
し
た
か
に
就
て
は
考
察
し
な
い
事
に
す
名
。
寧
ろ
：告
々
に
興
味
あ
る
問
題
は
此
邊
时
が 

反
對
者
の
非
難
に
依
て
、
其
自
身
矛
盾
に
.
.充
て
る
も
の
> 
保
持
す
ベ
か
ら
ざ
る
も
のv-yj

し
て
論
■
さ
れ
し
や
軍
、 

或
は
又
信
奉
者
達
が
斯
る
攻
擊
を
劫
け
ん
ど
す
る
の
餘
办
、
自
ら
此
理
論
を
根
本
的
に
造
赢
へ
て
し
ま
つ
た
の
で 

，は
な
い
か
怎
ぅ
か
ど
い
4
事
で
あ
る
。
 

-

、
:
滕
史
家
に
し
て
見
れ
ぱ
_
理
_
:0
當
否
を
滕
史
的
_
實
に
據
て
檢
討
し
た
い
で
あ
ら
ぅ
。
唯
物
史
観
の
信
泰
者
達 

に
依
て
ぢ
合
に
出
さ
れ
る
滕
史
上
の
實
例
に
就
て
此
理
論
の
證
明
カ
を
立
派
な
根
據
か
ら
非
雛
す
る
者
が
あ
る
气 

^

a

^

Q

^

^

®

b

T

0
 ̂

0
0
0
^
0
^
0

い
S

2
ふ
理
出
で
底

t >

に
間
管
ど
斷
言
す
る
こ
石
出
來
な
い

ビ
o

又
此
理
論
：

W

矛
盾
す
る
實
例
を
擧
げ
る
者
が
あ
れ

ば

、之
に
對
し
汝

;
は
此
理
.論
の
意
味
が
分
？

ゐ
な
い
、

.
だ
.か
.ら
事
實
に
應
用
が
出
來
な
い
の
だ

<

應
へ
る
。
其
處
で
®
々
は
彼
等
の

&
想
其
者
0

關
係
を
究
明
し
て
此
理
論
の
價
値
如
何
に
關
し
論

.I

存
す
る
諸

f

見
出
さ
ん

V」

欲
す
る
も
の
で
あ 

る
？ 

.

一
一
唯
物
史
觀
の
叙
述 

_

唯
物
史
觀
の
主
要
敎
義
を
«
‘-単
に
槪«
す

れ
ば
次
の
如

(

で
あ
る
。

,

A
類
生
活
の
狨
て
の
關
係
及
び
變
化
を
決
定
す
る
も
の
は
財
貨
生
產
の
發
M
で
あ
る
。
生
活
に
必
要
な
る
.財 

t
を
生
產
す
る
自
然
界
及
び
人
出
界
の
諸
勢
力
は
總
て
生
#
力
な
る
名
稱
の
下
に
®
柄
さ
れ
る
。
收
獲
を
潇
ら
す
耕 

地
、f

f

キ
ズ
間
の
勞
働
力
，常
に
新
な
る
勞
顿
器
具
や
雪
方
法
を
创
造
す
る
人
問
I

替

‘
並

に

憲

カ

楚
 

等
は
何
.れ
も
生
產
力
に
屬
す
る
。:
勿
論
耕
地
や
牛
は
、
之
が
人
間
に
依
て
經
濟
的
に
利
用
さ
.れ
て
、
入
間
の
勞
働
要
具 

丨
笫
二
十
1卷

(

1〇
六
五)

：:
;:
;
唯
物
§

批
評 

奶
i

九
五
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第

二
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巻
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1
〇
六
六)

：：
唯
物
见
觀
批
評
 

第

八

號
 

九
六 

:

:
に
«

^

な
場
合
に
'
の
み
生
產
カ
で
あ
る
。
是
等
の
生
產
力
は

.令
や
不
斷
の
僧
加

.ど
改
a

を
營
み
っ
、
め
っ
て
、
*
增 

.

加
及
び
改
取
は
强
制
的
必
然
性
を
苻
す
る

 

一
■

の
a

然
過
程
.に
.依
て
且
究
明
し
得
ぺ
き
諸
法
則
に
依

.て
成
就
さ
れ
る

0 

:

生
游
カ
發
達
の
典
時
々
の
狀
態
に
は
必
然
的
に

I

定
：の
構
造
を
有
す
る
生
淹
關
係
が
適
應
す
る
。

マ
ル
ク
ス
は
此 

:

生
逾
關
係
を
經
濟
的
經
營
の
盛
體
の
紺
織

w

解
し
气
例
へ
ば
、

ff
i

代
的
工
場
は
一
個
の
生
產
關
係
で
あ
る
が
如
く 

で
あ
る
。
生
產
力
の
其
時
：々

0

狀
態
は
生
產
者
を
し
て
夫
々
一
定
の
階
段
の
下
で
，
生
產
す
る
事
を
餘
儀
な
く
さ
せ 

^
<

?
。

勞
働
耍
具
は

『

其
中
で
勞
働
が
營
ま
れ
る
社

.會
關
係
の
指
示
器

.で
あ
る
：

』

。
經
營
の
鈕
織v

j

共
に
、
勞
働
給
付
者 

に
對
す
る
生
產
物
の
分
配
方
法
，が
根
本
的
に
定
め
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
財
逄
關
係
く
は
羅
竟
、
法
#
的
見
地
ょ
り
舰 

:

察
し
た
る
生
淹

11
1

係
に
外
な
ら
ぬ

"

此
生
產
關
係
0

總
和
於『

社
#

;
の
經
濟
的
*

造』

を
形
成
す
る

。

:

:

:

.赏
者

v

贫
者
"

經
濟
的
經
營
の
措
揮
者

W

M

傭
者
ど
の
區
別
が
祉
會
階
級
の
*
礎
で
あ
っ
て
愚
等
の
階
級
は
諸
稱 

:

;:

0
經
濟
的
利
银
に
依
て
和

71
.
に
分
裂
し
"
:
必
然
的
に
敵
對
す
る

0
其
故
し
社
#-
の
階
級
縮
制
个
亦
究
局
に
於
て
勞
働 

:

::
:

要
具
の
，狀
態
に
依
て
宛
ま
る
。̂
手
磨
臼
は
封
建
諸
候
を
戴
ぐ

»

會
.を
生
じ
、
蒸
汽
磨
粉
機
は
エ
業
資
本
家
の
祉
龠
を

.

生
す
る
。』

;
ニ
1 1

會
に
の
內
部
に
存
在
す

.る
«

實
上
の
關
係
は
其
法

# :

的
表
現
を
法
#

及
憲
法
形
1 1

に
站
出
す
。

マ
ル
ク
ス
.は 

此
：れ
を

1

括
し
て
法
律
的
、
政
治
的
上

/ #

建
築
さ
名
付
け
た
。『

政
治
的
旅
に
.ブ
ル
ジ
ョ
フ
的
立
法
の
布
吿
は
唯
だ
經 

»

剛
係
の
意
欲
を
記
錄

: t

る
®

に
外
な
ら
.

ぬ
是
等
の
立
法
は
支
配
階
級
に
依
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
彼
等
の
經

;
濟
的
*

礎
に
基
く
權
カ
的
，地
位
を
法#

的
に
確
定
し
之
を
出
來
る
だ
け
永
遠
に
保
持
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
る
。

-
-
支
配
賭
級
は
最
後
に
彼
等
の
利
益
に
適
應
す
る
掎
神
的
察
，

_

簌
を
驾
b

B

t

o
 ■宗
敎
、
.笾
_

、■

断
、S

笋
D

和
.こ_

卜！
--ト
,”
し 

B

i

B 

-
Vニ.，I
’
l

f
 

f 

1

1

—

-

-
1

1

彼
等
の
生
活
條
伸
に
適
應
す
る
见
考
法
を
刻
銘
す
る
ァ
此
文
，化
領
域
_
は
一
.

見
、
.

獨
立
し
て
、
經
濟
的
影
響
を
受
げ
な 

い
か
の
免
ぐ
見
ゅ
る
が
其
實
、

一
定
往
活
關
係
の
精
神
的
沈
*

物
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
.

あ
る
。
個
々
の
*

術
家
-
寧 

卷
、
僧
侶
は
殆
ん
ざ
全
ぐ
此
關
係
を
意
識
し
な
い
の
•

を
常
ど
す
.
る
。
彼
等
は
總
じ
て
«

念
論
；的
上
層
建
築
を
形
兌
す 

:

: ^
>

:

か
ぐ
て
T

ル
ク
ス
は
杣
象
入
の
崇
殚
を
主
«
ミ
ず
る
基
督
敎
を
商
品
生
產
者
社
會
に
碑
臘
す
る
宗
敎
的
形
態
な 

:

ぶ

」

說
明
し
；史
に
主
張
し
て
輝
ふ
ゾ
]:

4
心
及
び
宗
敎
の
.
自

_
の
觀
念
は
知
識
的
領
域
に 

_表
明
す
る
に
す
ぎ
ず』

ミ
。

:'
今
や
^

li t

力

は

不

斷

に

，成

長

し

、
，

.

_

に
新
な
る
往
逄
關
係
を
創
造
す
る
が
故
に
、
法
#

的
、
政
治
的
、
觀
念
論
的 

;

上
層
I

築
も
亦
不
斷
に
變
化
す
^)

。
勿
論
此
變
化
は
、

' 時
に
久
し
き
に
涉
て
漸
次
行
は
る
.

^
め
' 

に
，
諸
制
度
及
諸
觀 

念
が
一
見
長
い
間
何
等
變
化
し
な
か
つ
た
樣
に
思
は
れ
る
場
合
が
あ
る
5

舊
き
も
の
は
圆
爭
な
0

し
て
は
俏
^

1>
な 

卜
い
。
從
來
の
支
配
階
級
は
寧
ろ
新
生
產
カ
の
擡
頭
せ
る
に
不
拘
、.
舊
.來
の
財
產
關
係
、
法
^

、.
.憲

法

、
.
.
及

び

思

考

法 

を
鮒
持
せ
ん
さ
力
め
る
o

愛
に
於
い
て
、
新
生
產
カ
に
適
靡
す
る
生
活
形
1

を
總
_

る
文
化
的
領
域
に
强
ふ
る
f

 

,
產
カ
形
應
ど
益
1

生
產
の
_極
猎
匕
な
る
傳
來
.の
制
度
*

觀
念
ど
の
間
、に
.
必

然

的

，に

矛

盾

，が

.發
坐
.ず
.る
。
此
矛
盾
が
I
 

:

史
上
に
階
級
闘
举
£

て
現
は
れ
、
纏
て
、
此
领
は
否
應
な
し
に
新
興
生
齋
カ
形
藤
の
燧
利
を
以
て
終
る
。

世
界
觀
苦
ぐ
は
法
律
が
-
獨
ヵ
で
發
M

す

る

导

6
の

ば

、
マ
ル
ク
ス
に
依
れ
ば
誤
謬
で
あ
る
。
：彼
の
免
解
に
從
へ 

ば
麟
て
觀
念
若
く
は
制
度
の
變
化
は
、
生
產
ヵ
及
び
生
淹
關
係
の
根
本
に
變
化
の
S

れ
つ
、
あ
る
事
f

滴
し
た 

場
合
に
#

め
て
科
學
的
に
理
解
さ
れ
/ 2

ど
考
へ
ら
れ
る
”

祈
會
土
.
の
，大
變
革
は
ー
见
新
.恐
想
の
勃
興
に
依
て
7

は
1
 

I
る
か
，S

.

I
ゅ
る
場
合
奮

i

も
。
.
併
.I

正

9

2
關
係
は
常
i

f

 :對
で
あ
る
4
 

:

:
笫
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し
ゴ



笫
ニ
十1

#

2 .

〇
六
九)

嚼
物
史
溆
撖
萍 

.

敢
八
敗 

九
八

ふ
，

『

社
會
を
革
命
す
る
思
想
を
說
ぐ
の
は
、
鸵
に
舊
社
會
の
內
：部
.に
新
祉
會
の
要
素
が
形
成
.
せ
ら
：れ
"
舊
生
活
關
係 

の
®

同
一
步
»

で
舊
思
想
が
崩
墩
し
っ
、
あ
る
の
事
實
を
物
晴
る
に
：す
ぎ
な
いJ

き
o

:

;

:

三
、

上
層
建
築
の
.無
力

•
此
全
觀
念
方
法
の
本
齋
は
、
塍
史
の
進
行
を
決
定
す
る
も
の
を
唯

I

の
發
展
系
列
>
:
即
ち
生
産
力
の
成
長
で
あ
る 

^

«

る
こ
^

に
存
す
る
。
之
に
依
れ
fi
:

、
總
て
他
の
も
の一

-

財
產
關
係
，
階
級
構
成
、.
法
律
、
憲
法
及
び
精
神
的 

::
'

坐
活

——

は
之
に
依
し

I

義
的
：に
決
定
さ
れ
：る
も
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
生
產
力
の
：發
達
を
妨
げ
た
り
、
其
方
向
に
影 

響
を
_

ぷ
る
事
は
出
來
な
：い
>

最
近
社
會
主
義
者
が
屢
i

引
用
す
る
マ
' \

ク
ス
殊
に
エ
ン
ゲ
ル

ス
の
發
言
中
に
も
動 

■:
:
,く
も
す
れ
_
ば
、
彼
等
於
生
產
過
程
に
對
す
る
諸
制
度
や
理
念
の
影
響
を
認
め
て
思
た
の
だ
ミ
云
ふ
風
に
解
釋
さ
れ
る 

節
於
無
い
で
も
な
い
。
併
3

菩
々
は
決
し
て
，斯
，欉
な
章
句
に
速
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
何
g

な
れ
ば
個
々
の
章
句
を 

:
解
釋
す
る
•
場
合
に
最
も
重
_

な
る
：も
の
は
兩
人
の
出
發
點
ど
な
つ
た
根
本
思
想
を
措
い
て
外
に
な
い
か
ら
で
.

あ
る
。

.:

彼
：等
®

滕
史
觀
は
彼
等
自
身
に

V
.

っ
て
®

に
一
個
の
科
學
的
理
.
論
た
る
の
み
な
ら
す
又
同
時
に
彼
等
の
某
命
的
_

 

"領
の
基
礎
で
あ
っ
た
プ
彼
等
が
歷
史
硏
究
の
目
的
は
彼
等
の
實
現
を
努
む
る
實
際
的
變
革
の
必
然
性
を
說
明
す
る
に 

あ
っ
：た
。'
彼
等
は
此
M

史
觀
を
*

礎
：ビ
し
て
社
會
主
義
社
會
の
必
然
的
に
到
來
せ
ざ
る
ベ
か
ら
ざ
る
所
以
を
證
明
す 

:

る
事
が
出
來
る
ど
考
へ
た
。
彼
等
は
愛
に
サ
ン
•

シ
モ
ン
、ス
リ
エ
工

%

ブ
ル
ゥ
、ド
ン
等
の
空
想
的
t

t

會
主
義
者
に
*

 

す
る
彼
等
の
進
步
が
存
t

るv

考
へ
た
。
謂
へ
ら
く
，
是
等
の
空
想
主
義
者
達
は
社
會
主
義
を
以
て
偷
理
的
に
見
て

最
も
價
値
あ
る
も
の 
>
 

從
て
亦
最
も
實
現
に
努
力
す
る
の
價
値
あ
る
社
會
形
態
で
あ
る
こV
J

を
示
し
て
萸
れ
な
が
、

し
斯
.

る

亂

會

が

到

.
來
す
る
，こ
^j

を
少
し
.
'も
保
..味̂
す
る
好
出
來
.
な
..い
.，っ
た
。-听
！

ハ
.
吾
等
I

文
长
■の
■«

赴
0

I::

じ
.

.

^

^

き
歷
"
ト
讀
.广
匕

:

經
過
か
ら
、
恰
も
封
建
齔
會
に
代
て
贽
本
家
的
社
會
が
.
必
然
的
に
到
來
し
た
顧
< :
.
資
本
.
家
；的
社
.餘
も
鑛
て
解
豐
し
ご

i

會
主
.

I

S

I

に
；代
ら
ね
ば
な
I

事
S

明
す
.
？

為

出
S

の
だ
。
封
U

I

0
胎
内
S

達
し
ナ
召
產
ブ
の
成
長
.
力
此
步
建
社
會
を
破
壞
し
、
生
活
及
び
思
考
の
新
な
る
様
式
即
ち
資
本
主
義
的
榇
式
を
，强
い

た

様

に
：
資
本
主
義
の
桎
檢
.か
ら
解
放
さ
れ
た
新
生
產
カ
.は
又
資
本
主
義
の
破
壤
及
び
社
會
主
義
の
實
現
に
努
力
す

る
事
に
な
っ
た
o

何
ど
な
れ
ば
：此
新
生
產
力
の
特
徴
に
適
應
す
る
新
し
い
社
會
の
.

經
濟
的
桃
造
は
唯
;

生
產
手
段
の

■

食
化

i
i

依
て
初
？

可
能
だ
が
ら
で
ぁ
I

。
此
マ
レ
ノ
ク
ス
及
び
エ
ン
ゲ
ル
ス
の

_中
心
的
l

i

t

し
て
、

.
•生
S

力
の
發
達
は
立
法
的
平
段
や
宗
敎
的
、
偷
理
的
觀
念
等
の
力
の
た
め
に
抑
制
_

?

れ
.
た
り
方
向
を
變
へ
ら
^
 

2
K

y

す
る
事
が
出
來
f

の
ど
想
像
す
る
な
ら
ば
其
れ
は
論
理
的
足
場
を
片
端
か
I

f

と
い
ふ
も
の
だ
。
何
5
 

I

. H

果
し
て
そ
ぅ
だ
ミ
す
れ
ば
资
本
主
義
の
崩
壤
ど
社
會
主
義
の
到
來
^

«

最
単
確
實
に
豫
斷
出
來
な
ぐ
な
.る
い
ら 

■

で
あ
る
"

,

:

為

々
W

唯
物
史
8

1

1
る
所
は
、

一
切
の
生
產
關
係
の
變
化
は
獨
义
悉
丄
義
的
に
生
產
力
の
合
法
的 

發
達
に
依
て
定
.

1
許
り
で
な
ぐ
、
亦
他
め
一
切
の
生
活
關
係
も
亦
均
し
ぐ

I

義
的
に
生
産
の
變
化
に
依
て
定
ま
る 

も
の
で
あ
？

い
ふ
事
を
明
瞭
S

解
し
て
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
一
定
の
生
產
壊

0
下
に
は
唯
一
定
の
讓
孩 

態
、

一
定
の
宗
敎
的
、
哲
學
的
、
藝
術
§

念
し
か
な
い
。
此
原
理
を
餘
I

〜

或
は
餘
：り
衍
學
的
こ
解
し
た
りr

 

又
は
s

i

t

精
神
I

I

め

て

枝

管
I

s

る
ま
で
此
方
法
に
依
て
解
釋
J

こ
せ
は
勿
論
務
め
て 

^

r

t

へ
.
y

で
a

る
が
し
か
し
此
全
理
論
の
.

地
位
や
.
意
味
を
喪
a

せ
ま
，い
ど
す
れ
ば
、
■.
攻
治
的
、
，
神
^

生
^
の 

灰
理
£

て
も
又
保
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
f

マ
ル
ク
ス
が
囊
上
で
の
先
進
國
は
其
の
進
步
め
後
れ
た 

'，
•

第
二
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第

金

て

S

P 

る
_
に
：對
し
.獨
り«
濟

的

方

面■に
翁
て
.
の
み
な
ら
ず
亦
一
，：切
の
生
活
範
趄
に
.就
ヤ
も
其
將
撫
を 

の
，で
あ
る
ガ
言
つ
て
ゐ
る
の
は
：全
く
正
し
い

。，■縦
令
、
.挪
理
的
環
*
並
；に
a
族

的

資

質

め

相

逄

：が

個

々

0
_

民

或

ひ 

は
文
化
的
方
而
'に
多
大
の
©
別
を
澈
&
す
も
の
で
あ
る
ど
し
て
も—

.

マ
ル
ク
ス
，
も
此
事
を
充
分
^
め
て̂
ゐ
な
I

 

:

生
產
力
の
發
辑
の
程
度
が
同
一
.な
ら

.ば
一
切
の
生
活
方
前
に
：現

は

：々

、
特

徵

は

皆

同

一
で
な
け
一
れ
ば
な
ら
な
い
。
.其
.
 

處
し
一
切
0
人

問

社

.#
に
安
當
^
る
發
揋
樣
式
が
存
：在
す
る
。
之
ー
を
認
識
す
る
こ
？
が
藤
史
理
論
の
衽
務
で
あ
&:、 

:

:

.そ
し
て
ー
定
の
.時
期
に
1:
て
其
の
姿
當
性
を
個
々
に
渉
て
©

_
す
る
_こ
？
£

史
ー
硏
究
の
任
務
で
_あ
‘る
。
'

:

此
事
は
一
見
極
め
て
.明
&
に
.)1
1
ゅ

る

，が
少
し
ズ«
照
す
る
琴
爾
史
^
過
©
の
.：個
々
の
韌 

は
全
學
說
の
前
提
で
あ
る
が——

の
間
に
著
し
い
矛
盾
が
生
じ
て
來
る
の
で
あ
る
。

:

生
產
カ
の
發
肢——

之
に
對
し
他
の
總
ザ
や
も
の
が
依
存
す
：る——

は
リ，1

個
の
不
斷
の
成
長
、
成
熟
i

a
る
こ
‘ミ
.

:

::
.
;
:が
出
來
る
。
凡
：そ
生
產
關

_

は
猶
遷
«

移
の
.裡
に
_

化
ず
る
^

の
：：で
あ
つ
^ :

其
相
次
^

:;
い
：ち
い
ち
明
瞭
に
分
る
も
の
で
.は
な
い
o

況
し
て
齒
法
形
應
*
|«
念
の
變
化
お
'
や
で
.あ
る
ち
凡
そ
如
何
な
る
發
族
¥

 

列
，で
も
、
其
自
身
で
完
結
す
る
も
の
：は
な
い
、
必
ず
新
に
生
れ
て
来
る
部
分
は
、
前
の
|

|
分
か
ら
»
次
形
成
き
れ
て
來 

V

る
も
；の
：で
：あ
る
。
寧
ろ
傷
袱
態
は
縦
令
，
新
生
產
カ
が：

形
成
さ
.
れ
て
も
其
れ
が
舊
狀
態
^

破
壤
す
る
程
の
爆
發
カ
を 

:
:

得
る
ま
で
は
K

-M

ど
し
て
存
.留
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
し
て
新
生
^

カ
に
適
：應
ず
る：

新
な
る
狀
態
が
*
狀
態 

:
に
代
て
生
れ
る
。
併
し
乍
ら
其
れ
：は
決
し
て
唐
忽
の
中
に
>

•

無
用
庫
に
：®

^

も
.
の
.
で
は
な
：：い
。
M

S

な
れ
ば
新
生
產 

力
は
啻
に
*

狀
1

の
地
、成
を
掘
て
生
れ
た
も
の
で
あ
る
許
り
で
な
く
、
m

時
に
.又
V

断
な
る
法
律
並
に
忠
考
形
態
に
：
 

澍
す
.る
；耍
求
ざ
.努
力
を
.
成
熟
，？
せ
た
；も
'
の
，で
ゐ
■
る
か
ら
で： .

あ
.
.
•る
。
か
ぐ
：t

•新

な

：
る
，
法

：
^
^
.
へ

思

考

形

態

は

今

や

时

等

の

1

!
j\

拘
束
，を
受
け
な
い
で
發
生
し
て
來
る
。
併
^

乍
ら
從
來
め
社
貧
の
中
耳
を
^

^

る
階
齡
に
狀
て
贫
食
は
れ
で
办
る
®

 

狀
態
は
意
外
に
久
し
ぐ
■

傲
す
る
。愛
に
於
い
て
新

な

る
生
：靡
力
に
.
適
廳
す
る
新
な
る
狀
態
が
形
成
さ
れ
る
に
先
て
、 

新
生
菝
カ
が
此
の
石
化
せ
：る
外
殼
を
强
カ
的
に
破
壞
し
な
け
れ
ば
«!

ら
な
.
い
。

.

弗
樣
に
生
產
關
係
、
睃
家
形
.態
、
思
考
方
法
の
變
革
は|

聯
の
革
.命
に
依
て
行
は
れ
，る
o

マ
ル
ク
ス
及
び

工
ン
グ
ル 

ス
が
へ
エ
ゲ
グ
の
表
現
法
を
借
り
.て
言
て
_ゐ
る
樣
に
、
舊
狀
態
が1

個
の
新
な
る
狀
態
に
變
箪
す
る
J
 

併
し
乍
ら
余
の
見
る
所
で
は
、
此
全
觀
念
方
法
は
必
ず
し
も
統
ニ
あ
る
且
つ
首
.尾
一
,貢
し
た
も
の
^
は
孩
ぅ
し
て 

ぃ
も
见
は
れ
な
い
。

マ；ル
ク
ス
及
びH

シ
ゲV

ス
は
恐
ら
ぐ
,*
舊
來
の
生
麻
力
が
全
く
跡
形
も
な
ふ
滅
し
て
、
全
く 

新
な
る
生
產
カ
が
之
に
代
て
忽
然VJ

現
は
れ
る
ど
で
も
思
：て
ゐ
る
の
，で
：あ
'ら
ぅ
0
併
し
實
際
に
於
て
は
、
傅
生
*
ゎ 

は
斯
綠
に
一
變
す
る
も
の
で
は
無
ぐ
、
依
然
ビ

し
て
元
通
&
保
持
さ
れ
、
唯
、
新
な
る
も
の
が
附
け
加
は
る
だ
け
で
あ 

,

る
：か
ら
、

此
上
に
立
つ
舊
.制

度

や

觀

念

領

域

も

亦

當

然

j

部
«
其
儘
#
留
.さ
れ
る
.に
相
違
な
く

、
唯
、

新
な
る

補
充
、 

變
形
に
依
て
完
全
な
も
の
ど
な
り
、‘
複

雜
な

も

：の

V」

さ
れ
’る
に
過
ぎ
な
いo
處

で
«
舊
狀
態
の

不

調

：和
を
半
均
さ
せ 

:

る
も
の
は
唐
突
傘
激
な
革
命
で
は
な
ぐ
、
漸
進
的
改
革
で
あ
つ
て
、
之
^
變
革Q:

規
範
：的
形
式
た
る
も
の
で
あ
ら
ぅ
o
 

實
際
に
於
い
て
機
械
が
考
案
さ
れ
て
も
舊
生
it
カ
^
—

働
a
く
平
、
單
純
.な
遨
；具
を
用
，ふ
る
.丰
.エ
勞
働
、
_漁
慠
、
 ̂

獵
其
他
I

は
全
く
其
姿
を
潜
め
る
も
の
で
は
な
ぐ
、
寧
ろ
是
等
ヒ
.：竝
，び
存
し
て
而
も
全
體
：の
生
康
に
對
し
或
る
.程 

度
.の
効
用
を
有
す
る
。
而
も
又
此
事
實
が
犁
に
一
:時
的
狀
想
で
あ
り
繼
て
結
局
は
、4

切
の
勞
働
が
機
械
^
依
：て
行 

は
る
、
に
到
る
だ
ら
ぅ
^
は
必
ず
し
も
# ;
'
肯
出
-來
な
い
。
.

.

.

之
に
依(

て
見
れ
ば
：、
革
命
に
依
る
生
齑
關
係
並
に
上
層
建
鍛
呀
變
革
は
決
じ
そ
唯
雙
魏
の
旗
本
的
前
提
沪
ら
生

5

T

ー
怨
.

(

1

〇
七
一)

，

唯
物
史
觀
批
評 
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笫

八

黎

-
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す
る
必
然
0.
結
論
，
は
な
ぐ
、
且」

又
全
體
の
觀
念
方
法
を
建
セ
直
し
て
前
述
0
樣
な
意
味
に
解
す
る
事
も
强
ち
不
可 

抱
で
は
な
ぐ
否
斯
く
獬
す
る
，V
デ，レ

,」

そ
恐
.、b
ぐ
其
眞
意
に
近
い
も
の
で
あ
る
，ビ

主
張
し
て
，も
決
し
て誤

！！

で

あ

る
S 

自
分
は
信
じ
な
い
。
現
在
に
於
い
て
舊
關
係
の
勢
カ
に
依
^
破
壤
す
る
の
外
：«
い
ヒ
の
信
念
を
直
ち
に
.彼
等
0
理
論
''
 

W

し
て
’槪
括
さ
せ
た
も
の
は
マ
：ル
タ
ス
及
び
エ
,
K

グ
,
ス
の
革
命
的
情
熱
：で
あ
：つ
た

y
彼
等
は
：此
革
命
的
展
開
を
是
：
 

認
す
る
た
め
に
好
ん
で
へ
土
ゲ
ル
の
辨
證
法
及
び「

否
定
の
否
定」

を
摑
ん
だ
。併
し
彼
等
が
此
擧
に
出
で
た
の
は
、
當
-:
 

時
の
®
係
を
明2

に
意
識
し
た
か
ら
で
は
な
ぐ
、
此
時
代
の
偉
大
な
る
思
想
ま
に
を
_
な
'し
に
心
醉
し
た

た

め

で

あ 

つ
.た
高
は
勿
論
で
あ
る
。
其
ん

な
：！！

で
彼
等
の
理
論
は
決
し
て
へ
エ
ゲ
ル
®
學
ょ
り
/®
長
し
た
も
の
で
は
無
く
、
又
 ̂

萠
芽
に
於
い
て
も
之
に
類
似
し
た
も
の
で
は
な
い
ミ
思
ふ
。
彼
等
の
理
論
は
單
に
此
.の
へH

ゲ
ル
哲
學
の
一
斷
片
を 

ば
手
頃
の
論
理
的
補
助
手
段
ヒ
し
て
使
用
し
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

愛
'で
今
一
度
上
層
建
築
ビ
騰
鈀
の
原
動
カ
ど
の
關
係
に
立
戾
て
之
に
對
す
る
々
ル
ク
ス
及
び
エ
ン
ゲ
ル
ス
.の
眞
意 

を
述V

て
置
か
ぅ
。V

マ
ル
ク
ス
及
び
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
依
れ
ば
上
層
建
築
は
自
己
の
存
在
に
依
り
一
時
は
生
產
ヵ
の
成 

，
長

を

妨

害

し

、
01
北
す
る
が
併

3
何
時
ま
ヤ
も
新
生
員

力
の
發
现
を
妨
げ
た
り

b
或
は
其
の
方
向
を
決
定
す
る
^
は 

出
來
な
い
。
上
層

®
築
の
生
產
カ
に
及
ぼ
す
影
響
は
精
-
此
程
度
の
も
の
で
あ
つ
て
此
限
度
を
趄
ゅ
る
も
の
で
は
な 

い
^
。

: 

.

.

四
、
.
マ
ル
ク
ス
及
び

9
ン
ゲ
ル
ス
の

『

唯
物
論
.

』

:
;;
;
愛
に
も
つ
ど

®:
要
な
啟
題
は
此

0
怖
し
き
爾
さ
を
以
て
人
問
の
運
命
を
決
定
す
る
力

*
即
ち
生
產
カ

の
本
®
如
何 

ビ
い
ふ
^
で
あ
る
。
愛
に
こ
そ
唯
物

*

a
を
理
fi
し
、
批
評
す
る
の
秘
输
は
存
す
る
。

多
敦
の
人

.々は
マ
ル
々

'K

及
び

.

H 

yゲ
グ
ス
に
悔
れ
ば
生

^
の̂
發
1

«人
；:|
!
1
]
の
意
識
及
び
^
^
の
共
同
作
用
な
彳

rf:
n

- 

l

l

l

f

-
- 

- 

- 
.

ぐ
し
て
行
は
れ
る1

個
の
過
程
で
あ
る
ど
信
じ
て
ゐ
る
。
斯
種
の
解
釋
は
、
旣
に
述
べ
た
樣
に
'

.キ
ン
ゲ
タ
メ
の
使

S

 

;;
し
た「

啦
物
史
觀」

な
る

名
稱
ゃ
M

に
兩
思
想
家
の
著
作
の
中
.で
精
#

的
文
化
の
諸
现
象
を
人
間
意
識
に
於
け
る
社
舍 

®
係
の
.

反
映
で
あ
る
S

.い
，つ
■て
ゐ
る 
一一H
の
章
句
を
典
據
に
し
て
ゐ
る
。
M
に
吾
々
を

誤
t

為
い
の
は
、
兩
、

u>『

如 

.
質
的
剛
係』

V」

云
ふ
様
な
言
葉
を
屢
-
人
即
の
觀
念
や
思
考
ど
對
立
す
る
經
濟
的
狀
態
の
謂
に
用
ひ
て
ゐ
る
こ
ど
で 

，あ
る
：0:.
:
そ
こ
で
斯
樣
な
典
據
を
械
に
し
て
直
ち
に
マ
ル
ク
シ
ズ
A

を
哲
學
的
唯
物
論
i

こ
の
唯
物
論
に
依
れ
ば
、
 

物
«

^

牡
界
に
於
け
る
諸
舣
の
«

化
は
、
唯
單
に
物
質
的
原
因
に
依
て
の
み
^
き
起
さ
れ
る
も
の
で
あ

0
て
心
汾
1 

程
'は
W
写
に
物
質
^
變
化
が
人
間
以
藤
識
に
映
^
た
隨
俾
現
象
か
左
も
な
け
れ
ば
其
映
像
に
外
な
ら
ぬ

も
の
で
あ
る 

,

1
の|

派VJ

速
斷
す
る
,0
そ
こ
で
此
世
界
觀
に
對
し
て
向
け
ら
れ
た
前
倒
な
非
難
ば
亦
、マ
ル
ク
シ
ズ
ム
に
も
當
箝 

ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ビ

::
0
:

所
が
問
題
は
斯
糙
に
傲
犟
に
片
付
く
も
の
で
は
な
い
。
マ
ル
.ク
ス
.及
びH

ン
ゲ
火
ス
は
人
間
.の
意
識
的
、
計
藉
句 

.行
爲
は
凡
ゆ
る
勝
史
的
因
染
關
係
の

.重
要
な
る
旦
つ
有
力
な
る
部
分
で
あ
る
ど
い
ふ
^
を
度
々
明
言
し
て
ゐ
る
。
彼 

等
は
疋
し
ぐ
此
激
に
こ
そ
自
然
過
程
ど
滕
史
過
程
ど

の
重
大
な
.差
別
を
認
め
て
ゐ
る
。
被
等
は
自
然
科
學
土
の
諸
發 

，見
や
拔
術
上
の
諸
發
明
を
.以
て
生
產
過
程
の
最
も
有
力
な
る
楨
杆
で
あ
る
豪
め
る
。
斯
欉
に
彼
等
は
位
^

1
メ
徹 

;

頭
徹
A
否
認
し
て
ゐ
る
物
質
^

思
識
S

V-
'
交
互
作
用
を
認
.め
る
。

然
ら
ば
何
故
に
.
彼
等
は
自
分
_

の
事
を
好
ん
で
',

9
唯
物
論
：の
信
奉
者
名
呼
ん
だ
の
方
あ
ら
ぅ
か
？
彼
等
は
唯
之
に
：
 

依
て
：：；

#

釋
の
中
に
超
^

然
カ
::
.
:
:並
に
超
自
然
的
原
因
を
混
入
す
る
事
に
極
カ
：反
裔
0
態
度
を
：見
せ
度
が
っ
た
の
；で 

あ

る
"

彼
等
の
&

想
的
.
初

辄
; «

の
當
時
に
在
て
此
立
場
を
最
も
明
瞭
に
‘

代
.表
し
^
者
は
唯
物
論
者
殊
、，■フ
ォ
ィ
エ
レ 

識
I

卷

史

觀

批

評
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如
ッ\ (
彼
：を
嚴
密
な
意
味
の
唯
物
論
渚
ミ
觀
る
事
が
出
球
る
か
杏
や
は
尙
'ほ
疑
1

#
す
‘る
處
卞
あ
る)

で
あ
つ
た
；。 

'被
等
は
極
め
て
.實
大
：な
，る
諸
職
に
於
い
て
此
世
界g

'^
代
表
者
達VJ

殆
ん
；ぜ
見
解
を
同
じ
^

^
の
を
感
知
し
た
。
 

唯
物
論
が
當
時
の
支
配
附
級
の
和
め
に
特
に
非
雛
さ
れ
た
ヾ
し
い
ふ
事
が
却
で
彼
等
若
き
革
命
家
を
驅
て
_
物
_
を
遵 

舉
す
ふ
に
到
ら
し
'め
た
の
で
あ
る
。
彼
等
の
所
謂
唯
物
論
は
五
！！人
が
»
に
屢
く
カ
說
し
た
櫞
に
、
寧
ろ
コ
ム
ト
、
ス
ぺ 

:

ン
サ
ァ
の
西
歐
的
實
證
論
に
極
：め
て
類
似
せ
-る
見
解
方
法
で
あ
る
。
之
を
除
い
て
は
マ
^
ク
ス
及
びH

ン
ゲ

,
ス
は 

決
し
て
哲
學
者
た
ら
ん
ど
欲
し
な
か
つ
た
。

マ
,
ク
ス
及
び
エ
ンV

ダ
ス
に
.哲
學
者
S

W
ふ
刻
印
を
押
付
け
樣
ビ
し 

た
の
は
却
て
彼
等
の
®
流
者
達
で
あ
つ
た
。
彼
等
の
理
論
的
哲
學
に
對
す
る
造
詣
が
比
較
的
淺
が
つ
た
こ
ど
は
ヵ
ン 

ト
の
認
識
批
判
.に
順
す
る
.工
ン
ゲ
ル
ス

の
！！

分

的

に
極
め.で
淺
雜
な
言
明
の
示
す
通
り
で
あ
るe

彼
は
決
し
て
何
か 

新
な
る
世
界
觀
を
與
‘へ
や
う
ど
欲
し
た
の
で
は
な
い
。
寧
ろ
社
會
生
活
の
一
個
の
新
理
論
を
與
へ
や
う
ど
し
た
だ
げ 

;:
で
あ
る
。
從
て
彼
等
が
»
驗
に
依
て
其
正
當
な
る
事
を
證
明
し
た
^
信
じ
た
此
理
論
が
何
等
か
の
哲
學
的
體
系
の
中 

;.
に
編
入
せ
ら
れ
る
ビ
否
根
本
に
於
て
彼
等
の
全
く
問
は
な
い
事
で
あ
る
o
,彼
等
は
又
同
時
に
全
ぐ
唯
物
論
者
で 

;;
■:は
な
か
つ
た
へ
チ
ゲ
次
に
對
し
て
常
に
尊
敬
の
辭
ゼ
措
ま
な
か
つ
た
。
何
^
な
れ
ば
、
彼
等
は
他
の
重
要
な
る
見
解 

即
ち
滕
史
の
經
過
を
理
性
に
依
て
把
握
し
得
る
"
而

も

個

入

的

意

圖£:
無
關
係
な
全
：：|
ミ
觀
る
ヒ
言
ふ
點
に
於
い
て 

彼VJ

見
解
を
同
じ
ぐ
す
る
こVJ

を
感
知
し
た
か
ら
で
.あ
る
。
.

之
に
依
て
觀
る
が
如
く
、
.マA

ク
ス
の
歷
史
理
論
は
決
し
て
唯
物
主
義
的
で
は
な
い
。
何W

な
れ
ば
其
れ
は
.心
的 

趣

素

即

ち

人

間

の

颍

智

及

び

意

思

ヵ

を

滕

史

の

有

効

な

る

要

素

の

中

に

算

入

し

て

ゐ

る

.か

_ら
で
あ
る
。
唯
物
史
観
は
，
 

人
間
の
行
爲
を
外
界
の
刺
激
に
，依

る

無

意

識

的

反

作

用

V」

觀
な
.
.い
で
、
：寧
ろ
之
を
反
省
、
熟
1
、
決
意
の
結
果
だ
で

J I」

' 

=

—

'
.
p
r
:
r

ド
.

―

I

觀
る
の
で
れ
る
か
ら
V
こ
，の
意
味
に
於
い
て
嚴
密
な
機
械
論
で
は
な
い
。

♦•/
:
か

美

マ

?

ス
が
觀
念
論
阶
諸
形
態 

を
以
'
ノ
間
が
之
に
依
て
a
狀
態
s

r
生
*
ヵ
マ」

の
矛
盾
を
意
_
し『

之
を
«
服
ず
る』
そ
の
H
安
だ
ビ
い
つ
て
ゐ
る 

,
0、は
決
：し
て
簞
な
る
詭
辯
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
人
或
は
謂
ふ
、
勝
敗
'が
常
事
者
の
礙
劣
(:
依
て
定
ま
.ら
な
い
様
な 

署

」

は
決
し
て
眞
劍
々
闘
■零

は

な

.い

。

こ

、

に
一
一
人
が
鏡
の
，
掛

つ

て

ゐ

.る

.室
で
互
に
*.
爭
f

す
る
。
勿
論
彼
等 

'の
，，

へ

グ

姿

が

鏡

に

映

つ

る

.
仿
し
乍
ら
勝
敗
は
唯
賞
際
に
^

へ
る
鬪
帮
者
の
力
*
關
係
に
阪
て
定
ま
る
、
即
ち
愛 

に
當
斜
め
て
云
へ
ば
注
痛
關
係
及
び
生
產
カ
に
依
.て
定
ま
る
の
だ
ど
0
併
し
こ
れ
^
け
で
は
求
だ
.マ
,
ク
ス
の
眞
t 

を
^
分
に
趣
し
て
ゐ
な
，
い
ミ
思
ふ

P
: 了
ル
ク
ス
の
見
解
は
寧
ろ
左
の
如
く
で
あ
る
"

aふ
笾
も
無
ぐ
、
本
來
：の
汗
鬪 

奢
た
る
階
級
に
結
合
せ
る
人
間
は
柳
方
共
に
眞
劍
に
、
全
力
を
擧
げ
.て
、
M
に
精
.神
力
：を
も
倾
倒
し
て
勝
利
を
得
ん 

力
.た
め
に
r
ふ
力
餅
し
乍
ら
^
中
一
方
が
非
常
'に
物
質
的
地
位
に
恵
れ
て
ゐ
る
'場
合
に
.は
反
劇
者
が
必
死
の
カ
を
奋 

し
て
も
勝
羽
の
榮
冠
は
當
然
彼
の
頭
上
に
落
ち
て
來
な
け
れ
ば
な
t
Q:
い
と
o
從
來
の
'支

配

階

級

，
の

人

.
々

は

此

事

實 

务
理
«
し
や
う
き
し
な
い
且
又
理
解
す
る
こ
ど
も
出
來
な
い
。
從
て
全
力
を
礙
し
ヤ
自
己
防
衞
に
努
力
す
る
。.
井
し 

乍
ら
及
寄
は
彼
等
力
結
局
沒
落
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
旦
之
ど
共
に
彼
等
が
永
劫
の
眞
理
ピ
俎
ひ
込
ん
で
ゐ
た
彼
等
.の 

M
想
も
沒
落
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ビ
言
ふ
事
を
決
し
て
妨
げ
る
も
の
.で
は
な
いo 

『

W
物
史
観』

ど
い
ふ
名
稱
が
不
適
當
で
あ
る
こ
€
は
其
熱
心
な
る
倩
奉
者
自
身
も
想
に
之
を
感
知
し
之
を
是
認
し 

て
ゐ
る
。
其
ん
な
‘譯
で
各
種
の
名
稱
が
持
ち
出
さ
れ
た
が
何
れ
I

J
れ
は
真
w
ふ
程
の
も
の
は
.無
，か
^
た
。
而
‘レ
て 

將
來
に
於
し
て
も
成
功
し
な
い
で
あ
ら
うo

何
^
な

れ

ば

、

こ
，の
名
稱
其
者
は

ft
會
民
主
黨
の
綱
領
ど
な
つ
て
し
ま 

つ
て
ゐ
る
力
ら
で
あ
る
。
斯
檨
な
釋
で
改
名
の
提
議
の
起
る
每
I:
、
與
黨
員
.に
對
し
て
彼
等
の
要
.素
の
基
礎
ビ

し
て 
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ゐ
る
此
勁
論
の
實

^
的

^
容

の一

领
も
亦
放
棄
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か

^
い
ふ
®
念
：を
起
さ
し
て
居
る
。

五
、

心
的
逆
産
ヵ
と
觀
念
諭
的
上
.層
建
築 

、
人
間
の
：思
想
及
び
意
&
行
爲
も
か
く
て
亦
生
產
カ
に
風
す
る
、
即
ち
»
史
的
生
起
の
：協
同
的
要
素
で
ぁ
る
。
然
る 

に
マ
'ル
タ
.ス
及
び
ェ
シ
ゲ
グ
ス
.は
、
人
間
精
神
の
*
大
の
產
物
た
る
®
術
品 

>
.宗
敎
、
科
學
的
體
系
は
唯
經
濟
關
係 

の
.反
映
に
過
ぎ
な
いw
も
主
張
し
て
ゐ
る
。

一
體
是
等
の
も
の
を
.產
出
す
る
同
一
の
精
#
が
又
經
濟
關
係
を
齎
す
の 

で
は
な
い
か
。
自
然
#
學
及
び
：技

術

は®
に
法
產
ヵ
の
概

念
に
入
れ
ら
れ
て
居
り
乍
&
今
ー
.度

^
®
念
論

的
上
.層
® 

築」

の
：中
に
も
現
は
れ
る
の
で
.は
な
い
か
。

一
度
は
生
«
カ
€
考
へ
ら
れ
、
他
0
.場
合
に
は
物
質
的
.生
活
關
係
の
.無 

力

な

反

映

？
考
へ
ら
れ
て
.は
居
な
：い
か
。
若
し
然
6
ビ
す
れ
ば
.生

廉

カ

の

發

：展
も

亦

觀

念

論

に

：依
存
す
る
ど
い
ふ
：事
：
 

を
是
認
す
‘べ
き
の
が
：至
當P

は
な
い
か
。
そ
ぅ
だ
^
す
れ
ば
總
て
の
他
の
關
係
を
支
配
す
る
發
M
系
列
は
唯
一
で
ぁ 

る
ざ
は
最
卑
言
ベ
な
:<
な
る
し
：フ
唯
存
す
る
も
の
は
歷
史
的
生
活
の
：循
環
ぁ
る
の
み
.マ

」

富
ふ
外
は
^

恭
し
そ
‘フ 

.，な
れ
は
總
て
の
生
活
領
域
;^
,相
互
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
のVJ

見
る
可
く
，
其
何
れ
.に
も
獨
立
不
擬
の
因
果
系
列
S
い
.
 

,ふ
も
0
は
な
い
ご
云
ふ
外
は
な
い
。
そ
ぅ
な
れ
ば
彼
等
の
全
理
論
中
最
も
童
耍
な
：：部
分
が
明
か
に
放
棄
さ
れ
は
し
ま 

:

ぃ
：か
。
 

-

多
數
の
人
々
は
マV

ク
ス
及
び
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
到

®
こ
の
デ
レ
ン
マ
か
ら
逃
れ
る
事
は
出
來
な
い

VJ

考
へ
て
ゐ
る
。
 

謂
へ
ら
く
、
而
も
マ
ル

>
ス
は
睐
に
世
置
か
ら
立
派
に
說
明
さ
れ
て
ゐ
る
觀
念
：論
さ
へ
も
態
々
码
び
生
康
カ
の
翦 

門
を
潜
ら
し
た
ど
い
ふ
事
：を
事
實
上
明
か
に
氣
付
い
て
ゐ
た
喾
で
は
な
か
つ
た
か
。

>l
r
rる
マ
ル
ク
ス
の
_
度
は
之
を 

故
韋
の
詭
辯
だVJ/

す
れ
ば
、

.

マ
ル

.ク
ス
の
信
實
を
傷
け
る
所
以

^
あ
る
し
、
之
を
無
意
識
的
の.自
.已
欺
瞞
だ
ど
す
れ

I

ば
、
‘思
想
家VJ

し
て
の
' 
マ，
ル
ク
ス
の
聰
明
を
薇
ふ
所
以
で
あ
るVJ。

併
し
誤
解
は
愛
に
存
す
る
.の
だ
。：
事
實
上
マ
ル
ク
ス
及
び
エ
ン
ゲ
,
ス
は
嘗
て
自
然
^
學
及
び
技
術
を
ば
觀
念
論 

■
的
上
層
巍
築
の
中
に
算
へ
入
れ
た
事
は
な
く
、
常
に
.生
：產
力
の
中
に
入
れ
て
ゐ
た
。
彼
等
は
«
察
に
依
て
の
み
«
在
.を 

ペ
把
搌
し
、
其
法
則
を
確
定
し
得
可
き
科
學V」

所
與
を
超
越
す
る
解
釋
マ」

評
價
ど
を
常
に
區
別
し
た
。
縱
令
、
宗
敎
的
、 

«

#
的
、
科
學
的
形
態
を
»

へ
るV

J

を
間
は
す
、
彼
等
が
?«
念
論
ど
呼
ん
だ
の
は
唯
後
者
許
り
で
あ
る
。愛
で
は
人
間 

は
最
ドT

實
在
や
^
眞
實
の
要
求
に
支
配
さ
れ
な
い
で
感
情
、
欲
求
、
空
想
に
支
配
：さ
る
る
。
愛
で
は
人
間
は
眞
正
の
-:.

 
V;

科
學
を
造
る
の
で
は
な
ぐ
.彼
が
主
®
的
に
眞
理
だ
ど
思
ひ
a
ん
で
ゐ
る
幻
像
を
造
り
出
す
。
此
幻
像
は
眞
理
及
實
在 

を
.ば
膂
通
人
の
眼
で
は
透
視
す
る
，J V

J

の
困
雛
な
雲
霧
を
以
て
隱
蔽
す
る
."此
意
味
に
.
.於
い
て
自
然
科
學
は
、
經
險 

丨
に
依
て
證
明
し
得
ベ
.く
"
而
も
'行
爲
の
規
準
？
な
る

敎
義
を
提
示
す
る
限
り
に
於
て
有
益
な
る
認
識
ど
し

て
妥
當
し 

得
る
併
し
乍
ら
自
然
科
學
が
M
子
の
本
質
を
決
定
し
た
う
、
普
遍
的
世
界
觀
.を
S
IS
]
せ
ん
ー
ヒ
す
る
に
至
れ
ば
、
#
畔 

か
ら
又
舰
念
論
に
な
つ
て
し
ま
う
。

マ
ル
ク
ス
に
依
れ
ば
、
人
間
精
神
の
信
賴
す
ベ
：き
は
>
權

5
之
が
生
存
意
患
0 

;:
:
:要
具W

し
て
實
際
生
活
を
構
成
ず
る
場
合
に
役
立
つ
か
&
で
あ
.る
。
彼
等
の
，見

解

，に
依
れ
ば
人
間

.精

神

がI:

度
®

際 

:

的

狀
態
に
對
し
純
理
論
的
に
解
釋
を
加
た
，う
、

偷
理
的
評

.價
を
與
え
た
う
す
る
に
到
れ
.ば
全
，ぐ

用

を

な

さ

な

く

な

.つ

て
し
ま
う
。

此

免#|
«
シ

ョ

ォ

ぺ

ン

V

ク

ヱ

ル

や.フ
ラ
グ
マ'ブT

ズ
ム
に
見
出
さ
る
る
見
解
.ど
根
本
に
於
い
て
全
.ぐ 

同
一
で
あ
る
？

:

吾
々
«

此
マ
.
ダ
ク
：
ス
及
び-

V
.

ゲ
ル
.ス
の
思
考
法
に
對
し
：て
-
も
强
き
反：

對
を
唱
へ
る
_

が

出

來

，る
。

今
B

t e

に

如 

か」

な
る
.
が
如
く
總
て
の
原
始
的
知
覺
に
も
*

科
學
.的
觀
察
に
も
i

.
又

事

賞

を

全

く

機

械

的

，に

『

課

明』

す
ろ
'
圾

合

：に

も 

热
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0
八 

常
に
虫
«
的
耍
素
が
著
し
<
這
^
り
&
む
。
魄
に
.
>. 

> 
の
：場
合
.價
値
評
僧
が
太
な
：る
役
割
を
：力
め
る
。

一
W
.の
•
象
が
、 

吾
々
：の
：注

意

を

促

し

、

其
：注
意

.を
保
持
し
，
そ
の
對
象
に
砩
て
.何
が
見
：ら

れ

、
何
が
保
た
れ
フ
何
が
进
要
藤
さ
る
る 

が
；は

脒

に

觀

察

主

體

の

選

擇

的

、

評

價

的

行

動

に

左

右

.さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
觀
察
を
結
論
の
#

«
ビ
す
る
場
合
で 

;

も
、
M
考
考
の
全
人
格
が
其
の
中
に
這
入
り
込
：む
。
如
何
な
る
認
も
、
只
如
何
な
る
科
學
も
斯
の
如
.き
假
說
.設
定 

:
:

.
0
想
像
な
ぐ
し
て
は
到
底
考
ふ.：

る
；事
は
出
來
な
い
b
f其
隊
に
，1方
に
於
い
て
純
：粹
：の

<客
觀
的
科
學
の.領

域

，？

想

像

ヵ 

;■
: 

:
.'
-.の
生
覜
的
活
«
の
領
域
ど
の
間
に
は
到
底
截
然
た
る
限
界
を
設
ぐ
る
»
は
出
來
な
：：い0
要
«
程
度
.の
菪
違
で
決
.し

1: 

本
質
上
‘の
差
違
で
は
な
い
ク
だ
か
ら
後
年
に
及
ん
で
技
術
的
^

其 

;:

學
說
の
實
際
的
應
用
'の
事
なVj

全
：ぐ

念

頭

に

置

い

て

ゐ
な
か
っ
た
純
粹
赛
理
：論
寒
に
：依

.て
，屢

：く
成
し
遂
げ
ら
れ
：た
。
：

:

否
恐
ら〜

眞
に
偉
大
な
發
免
は
斯
か
る
學
者
に
こ
そ
初
め
て
好
く
成
功
す
る
も
の
で
あ
る
，。
何
ど
な
れ
ば
思
索
の
焦 

」

點
.を
實
際
.的
目
.的
に
^

^

す
る
こ
ど
は
視
野
を
狹
隘
に
し
；
*
:
空
想
を
束
縛
す
る
か
ら
で
あ
る
。

マ
ル
ク
ス
及
び
エ
八
ゲ
；ぐ
ス
が
外
界
を
有
體
に
#1
^

し
.

.

そ
の
法
則
を
硏
究
t

る
料
學
ど
、
實
在
を
：主
觀
的
袈
素 

を
以
て
完
成
し
、
從
て
寧
に
表
_

眞
理
を
造
り
出
す
に
過
ぎ
な
い
覜
念
論
>

ト
を
截
然
»

別
し
た
の
は
、
彼
等
が
這
般 

' 

，の

囊

を

知

悉

し
^

か
つ
な
か
ら
で
あ
る
。
彼
等
は
此
^

別
を
疋
當
0

も
の
、
根
據
：ゐ
.
る
も
の
ど
認
め
た
れ
ば
.
-

〕

そ
、 

^

刺
學
を
滕
史
の
共
同
的
股
動
ヵ
ど
認
め
ゥ
觀
念
論
を
、
實
在
を
時
折
隱
蔽
す
る
無
力
の
_

霧
ど
倣
し
、
自
己
の
前
提 

.
:
:に
矛
盾
の
存
す
る
こ
ど
に
氣
が
付
が
な
か
つ
た
。
こ
の
嚴
将
な
.

る
.區

別

：を

：
誤

謬

だ

v

考
へ
る
者
な
ら
ば
、
觀4

1
#

を 

ぃ
：

:

.勞

ど

す

る」
」

^

が
.
全
ぐ
證
明
も
さ
れ
す
又
證
明
出
來
な
い
主
張
で
あ
る
こ
i

が
分
も
に
栺
違
な
い
。

此

.事
質
を
承
認
す
れ
ば
他
の
色
々
の
非
雛

'が
唯
物
史

»
の

.信
舉
者
の
立
：場
か
ら
鞔
て
、
何
れ
も
論
す
る
に
足
り
な

P
N 

H
.
M 

n
L
i 

,
n
.
r
h 

f
t
f 

c
,
,
^
. 

.£. 

‘ 

.

：
ぺ
> 

,

m
i
,
-

』

-
-
-
-
-
-
-
-
I

い

事

も

亦

分

か

る

。

尤

も

こ

の

非

雛

は

科

學

ビ

.總

て

の

他

0
.精

*

的

機

能

ヒ

の

嚴

密

な

る

，區

別

，を

承

認

し

な

い

人

で
 

も

往

々

之

.を

是

認

し

て

ゐ

る

O

'

L

 

'

:

斯
秫
の
非
雛
の
一
例
を
擧
げ
：れ
ば
"

唯

物

史

觀

も

人

間

思

考

の

產

#

で
あ
る
が
ら
舰
念
論
に
す
ぎ
な
い
。
即

ち

I 

.階
#

ブ
？
レ
：タ
リ
ア
の
®
界
«

で
み
る
、
從
て
一
定
經
濟
關
係
の
單
な
る
反
映
に
過
ぎ
な
い
。
だ
か
6

必
す
ゃ
此
ij 

係
ビ
共
に
消
滅
し
、
新
な
も
#
念
論
に
遒
を
讓
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
唯
物
史
觀
を
生
康
關
係
の
'變
化
か
ら
獨
立
し 

た
眞
理VJ

倣
せ
ば
、
自
己
の
瓶
本
的
前
提
に
對
し
て
矛
盾
を
犯
す
こ
く
に
な
る
V

O
此
非
雛
は
マ
ル
ク
ス
及
び
エ
ン 

:■ゲ
ル
ス
に
取
て
全
‘ぐ
簡
軍
に
片
付
ぐ
問
(©

で
あ
る
。
彼
等
の
理
論
は
觀
察
を
*

礎
ミ
し
た
認
識
.で
あ
b

自
然
法
則
す 

:全
ぐ
類
似
せ
る一

社
會
法
則
.の
提
唱
；で
あ
る.o
:唯
物
史
觀
は
科
學
の
二
斷
片
で
あ
り
、
從
來
0:
.滕
史
に
對
す
る
解
-釋 

_で
又
同
時
.に

：
：
社

會

的

生

活

0

過

程

を

豫«
し
、
左
有
す
る
|
僩
の
生
速
力
で
あ
：る
タ
.之
^
る

に

依

て

.
、
從
來
無
.意
識
"
 

^

に
^

ら
れ
た
»

史
を
意
識
を
以
.
て
造
る
事
が
出
^

る
。
固
ょ
り
其
經
過
を
變
化
す
る
推
は
出
*

な
い
が
、
之
を
輝 

，縮
し
圆
滑
な
ら
し
む
る
辦
が
出
^

る
。
：其
_

に
喵
物
史
.觀
は
觀
念
論
は
：屬
し
な
い
°,

或
は
唯
物
史
.觀
は
時
代
の
經
過
ミ
.
共
に
翁
5

不
合
理
ヒ
な
ら
な
け
れ
i r

な
、b

な
い
。
何

V
J

な
れ
ば
自
然
法
則P

社
.會 

法
則
'
に
對
す
る
.離
識
が
潘
-»

す
れ
ば
»

史
の
經
％
は
：I

層
明
&

に
な
ろ
し
、
又 

一
*

思
ふ
规
卜
に
も
な
る
。
左
す
れ 

ば
全
體
の
經
過
に
對
す
る
人
間
意
識
の
影
響
が
% ；
加
し
、
_
固
的
カ
0

‘作
用
は
減
返
す
.
る
ぞ
0

こ
の
非
雛
：の
誤
れ
を 

S

も
亦
同
様
.で
あ
る
'
。

マ'一
ル
ネ
ス
跤
び
.

工
ン
ゲ
ハ
.
ス
が
人
間
糈
_

は
璧
過
程
お
決
定
す
い
る
き
耍
素
の
：
一
で
あ
る
を 

主
張
し
_/2

事
が
な
け
：れ
ば
此
主
張
は
或
は
疋
し
い
か
も
知
れ
な
_
い
。

.

I
:

斯
■

の
問
題
.で
比
較
'的

薇

な

：問
題
：は
、
Z

.

ク
ス
.
の
理
論
に
.
侬
れ
ば
觀
念
論
は
、
自
然
法
則

"

祉
會
法
則
の
！i:

«
i十一

卷
' 

(

1
-0
七
.九
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唯
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史
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批
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笫
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一
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:

:

識
が
一
定
の
程
度
に
達
す
れ
ば
、

1

般
に
消
滅
す
る
も
の
で
あ
る
かV

」

う
か
^

い
ふ
離
で
あ
る
；。
そ
う
な
れ
ぱ
、
， 

甚
ぐ
將
來
の
.
社
會
に
於
い
て
は
何
等
の
宗
琴
哲
學
、
最

後

に

の

藝

術

も

存
_

し
な
ぐ
な
り
啦
$
存
在
す 

る
も
の
は
科
學
の
み
S

な
ら
フ
ど
。
併
し
余
は
マ
ル
ク
ス
及
び
土
ン
ゲ
ル
ス
が
斯
樣
^
見
解
で
あ
つ
た
ビ
は
備
じ
な 

:

い
。
何
ご
な
れ
ば
飞
彼
等
は
宗
敎
、
哲
學
、
_
術
が
其
自
身
經
濟
關
係
の
單
な
る
反
映
で
あ
る
ど
も
生
張
し
な
い
し 

:

’
又
斯
る
'
精
#

現
象
は
、
是
等
の
經
濟
關
係
が
尙
ほ
未
だ
明
確
に
理
解
さ
れ
な
ぃ
間
だ
け
可
能
な
も
の
で
あ
る
ど
も
生 

,
:.
.

'
張
し
な
：い
.。
何
時
の
時
代
|:
:
も
宗
敎
的
、
哲
學
的
觀
念
を
造
b

出
し
、
生
活
感
情
を
藝
術
的：

に
表
現
す
る
も
の
が
人 

L

間
の
关
賦
の
資
質
で
あ
う
、
從
て
民
族
や
個
人
の
構
成
.の
上
に
も
各
極
の
相
違
の
生
す
る
事
は
彼
等
の
殆
ん
ご
興
存 

へ
な
き
所
で
，

Q

つ
た
。
彼
等
の
主
張
は
唯
次
の
如
ぐ
で
あ
る
。
即
ち
、

ー
定
時
伐
の
舯
に
動
ず
る
觀
念
や
究
局
の
原 

;

因
及
び
；價
値
に
關
す
る
«

念
の
持
て
ゐ
.

る
ー
定
の
內
容
、
更
に
詩
歌
、
'

音
樂
、
造
形
美
術
に
救
.現
さ
る
、

一
定
の
內 

容
は
、
：是
等
の
も
の
が
事
實
上
體
驗
す
る
も
め
\

是
等
も
0

が
生
活
す
る
關
：係
，
結
局
に
.
於
い
て
生
產
1#
1

系
に
依
て 

.:
定
ま
る

V
J

い
ふ
事
で
あ
る
o 

■彼
等
は
人
問
が

j

般
に
何
故
.
に
宗
敎
的
、哲
學
的
"

鑛
術
,

憤
値
を
劍
造
す
る
か
を
、
其 

一
理
論
に
依
て
說
明
し
や
う
S

す
る
の
で
は
な
い
。
斯
の
如
き
は
民
族
心
理
學
的
硏
究
の
任
務
^

す
る
所
で
あ
ら
うo

 

;:
::®
等の明
かにし
やした

0

は」

定
時
代
の
人
間
は
何
故
に
特
定
の
價
値
觀
念
を
»

し
て
他
の
價
値
觀
念
：を
齋 

:

さ
な
し
の
力
、
將
又
何
故
に
次
の
時
代
に
は
.
、
又
違
つ
た
價
値
が
現
は
れ
る
か
ど
い
ふ
問
題
.
で
あ
る
。
彼
の
M

解
に
依 

:
れ
：ば
此
—

は
、
宗
敎
的
感
情
"

哲
學
的
思
考
，或
は
萄
術
的
制
作
意
.思
'
が
變
化
し
た
た
め
に
®

つ
た
の
で
は
な
く
、

^

活
睇
係
页
に
全
生
活
方
法
が
變
化
し
た
か
ら
起
つ
た
の
で
あ
う
、
舊
觀
念
方
法
が
新
な
る
細
係
に
最
卑
適
靡
し
な 

ぐ
な
.つ
た
か
ら
起
.つ
た
の
で
あ
る
0
斯
の
如
き
解
釋
が
事
實
上
果
し
て
滿
足
す
べ
き
'も
'の
で
あ
办
、»
行
出
來
る
も
の

I

v

:

へ」

,
>

b

l

.

,

-

ト
-

^

セ
あ
る
か
ざ
う
か
は
疑
び
無
き
を
得
な
い
が
、
鬼
も
角
も
典
れ
が
进
し
ぐ
マ

.

.
'ル
々
ス
及
エ
ン
ゲ
グ
ス
の
晃
猙
で
あ
を
。
 

ね
#

A

政
沱
fK
J k

餍
鈕
築
に
就
て
も
亦
同
檨
で

あ
る
。
マ
ル
ク
ス

は
人
間
が
何
時
の
時
代
で
も
共
同

4 :

活
.を
營
む
. 

ノ
た
：め
に
法
律
ビ
秩
序
を
必
耍
ど
ず
る
こ
ど
を
決
し
て
否
認
し
な
い

0

併
し
人
間
が
一
定
の
時
代
に
一
定
の
法
律
を
乍 

名

こ
S

伢
へ
ば
獨
逸
人
如

: +
:

5 :

世
紀
に
羅
辟
法
を
跺
用
し
始
め
た
事

®

マ
ル
タ
ス
は
此
事
實
を
ば
生
活
關
係
、
結 

爲
に
於
い
て
は
生
活
過
程

^

旣
に
：變
化
の
起
つ
た
事
實
か
ら
，說
明
し
得
.る
ビ
信
じ
た
レ

ム
彼
等
の
考
：へ
方
か
ら
見
れ
翁
.

マ
ル
ク
；ス
の
理
論
に
は
人
々
が
指
摘
す
.る
程
の
重
大
な
る
內
部
の
矛
暂
は
な
い
 ゝ

«

等
の
根
本
^

:

S

提
は
縱
.令

■

論
の
多
い
七
の
か
も
知
ら
な
い
が
、
彼
等
の
理
論
を
公
平
に
批
評
す
る
に
は 

一
 

及
艰
^

ガ
旷
提
を
是
認
し
其
^

達
す
可
き
結
論
を
硏
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
此
見
地
に
依
て
初
め
て
、
眞
t

ニ 

虫
要
尚

:®
力

一

目
瞭
然
e

現
.
は
れ
て
浓
，る
で
.

あ
ら
う
o

五
！！々

は
K

に
進
ん
で
此
問
題
を
^
定
し
や

う
。

六
，
經
濟
的
動
機
と
必
然
性 

.， 

h

g
に
知
る
通
り
マ
ル
ク
ス
：に
.依
れ
ば
、
生
産
力
の
發
M
は
合
法
的
に
、
而
も
何
等
の
拘
束
を
受
け
る
事
な
ぐ
確
足 

i

向
を
取
て
行
は
る
>
も
の
で
あ
る
。
，生
産
力
の
發
族
は
常
に
一
個
の
自
然
過
程
即
ち
入
間
の
因
的
設
定
並
訐
畫 

.に
關
係
無
ぐ
必
然
性
を
以
て
行
は
る
、
生
起
ど
さ
れ
て
ゐ
る
。
然
：|

此
事
實
ど
各
種
の
目
的
に
向
け
ら
る
、
人
間 

.の
豪
並
に
入
問
の
意
f

亦
此
_

力
の
S

を
I

ビ
の
假
說
S

如
何
£

s
 

力
；
人
沿
の
產
に
依
点
生
產
ヵ
靈
の
方
向
を
少
しP

も
變
へ
る
置
出
來
ま
い
か
。
經
濟
的g

機
以
外
の
观 

機
が
勝
I

し
て
人
P

し
す
I

力
の
發
展
を
抑
制
し
〒
、
或
I

濟
覧
地
か
ら
は
到
蜃
测
し

？

、i 

向
を
f

し
む
る
可
き
行
爲
|

さ
し
む
る
事
は
出
來
な
い
I

で
I

う
か
。
出
f

い
I

れ
ば
勿
論
生
產
力

:

:

:

華

5
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八

狨

こ

ニ

の
«

戚
は
最
単
豫
测
す
.る
こ
€
は
出
來
な 
<

 
な
之
に
侬
存
す
る
人
問
共
同
生
活
の
戀
化
も
亦
豫
測
す
る
^
は
出 

來
な
ズ
な
る
。
.，

マ
ル
ク
ス
は
個
々
の
人
間
が
極
め
て
稱
々
雜
多
の
®
機
に
依v

動
か
さ
.れ
る
の
を
決
し
て
否
定
し
な
い
。

マ\

ク

ス
は
，、
經
濟
的
利
镍
の
み
が
有
効
な
動
機
ど
し
て
現
は
れ
、
|8
;て
の
3 1

想
1

||
は
.靡
_
で
あ
_る
ご
か
•
由
a
欺
痛
で

あ

名

な

決

し

て

生

張

し

な

い

？
邦
れ
は
彼
の
多
數
の
m

T
に
依
て
：企
て
ら
れ
た
彼
の
思
想
0
改
«
で
あ
6
曲

ハ
解
で
あ
つ
で
、
彼
®
身
の
決
し
て
预
6
知
ら
ぬ
事
で
あ
る
。
彼
等
は
到
る
處
、
取
ム
に
足
ら
ぬ
利
己
的
動
機
^.
.鹈
0,
:

因
騰
の
目
で
搜
し
廻
て
、
' 人
，問
の
傲
業
を
2
1常
の
茶
飯
事
だ
ど
卞
け
ち
を
つ
け
て
自
ら
喜
び
，
却
て
師
說
の
偾
値
を

..

.
發

如

し

に

し

て

し

ま

つ

/2
.

人

财

力

與»
.己
的
な
商
も
高
^
な
動
機
か
、̂

動
す
る
場
合
め
る
事
は
マ
;̂
ク
スS

I
#

::
:

充

分

に

之

^
認

めて
ゐ
る
。
::

彼
は
唯
、«
ぅ

虫

張

す

.る

だ

け

で

も

る

。

即
ち
、1;,
機
は
：行
爲
の
；結

果

如

何

を

決

定

す

る

ノ
レ
の
で
は
な
い
。
A
間
.の
.行
.爲
は
：種
々
0
®,
機
か
ら
發
往
す
る
も
の
'で
あ
つ
て
、
其
、大
部
分
«
全
く
正
反
對
の
.結
报

:

に
終
て.し

ま

ぅ
.も

の

で

あ

る

。
、
避
^
の
行
爲
の
中
、
人
間
0-
生
活
關
係
の
'發
睐
に
：對
し
て
永
續
的
の
意
義
を
持
て

ゐ
る
^

條
の
部
分
だ
け
が
常
に
同
ー
方
向
に
作
用
す
る
も
の
で
’

あ
る
。
*
發
肫
方
向
に
逆
ふ
所
の
行
爲
は
勿
論
縱
令

:
1

時
的
結
果
を
齎
ら
：し
*遲
れ
：馳
せ
乍
も
、
作
用
を
及
ぼ
：す
が
併
し
永
久
：に
摩
物
の
必
然
的
過
程
を
抑
制
す
る
事
は
出

來
な
い
。

マ
ル
ク
ヌ
に
取
つ
て
宽
耍
な
を
問
題
は
唯
取
に1

般
的
發
域
の
方
向
を
認
識
す
る
に
在
る
の
だ
か
ら
人
間

の
動
機
を
究
明
す
る
こ
ど
は
精
；々
一
一
：次
的
の
問
題
に
す
ぎ
な
い
。
彼
自
.
ら
次
の
事
を
明
言
し
て
ゐ
る
。
即
ち
、
自
分

は
«

會
の
：發
戚
を
_

然
過
程
ビ
觀
る
も
の
で
あ
.
る
か
ら
、
個
人
に
社
會
關
係
に
對
す
ろ*

素
を
負
は
し
む
る
事
：は
.到
.底
：
 

讲
來
な
い
$

で
ゐ
る
。
個
人
，は
縦
命 
>

生
觀
的
I

は
、如
何
：に
此
f

t

f

i

■
係
，を
超
.越
し
て
ゐ
て
も
、#

览
此
i

係
の
康
物

^-
l
p

 ̂

K
卜
-

>

r

u

-
M
M
J
M
J
-
M
I 
.
.

卜にニに

-
-
.
j

で
あ
る
以
上
に
出
で
な
い
も
の
で
あ
る
ミ
。

.

マ
ル
ク
：ス
は
經
濟
的
動
機
•か
獨
り
優
勢
な
も
の
で
あ
り
或
は
又
經
濟
的
動
機
が
全
ぐ
他
の
動
機
を
排
し
て
獨
り
支 

西
才
>

も
の
.

で
沒
る
ど
は
主
張
し
な
レ
。
啦
、
經
濟
的
必
然
牲
が
總
ゅ
る
主
觀
的
動
機
.
ょ
り
も
；，辦
賞
上
に
於
い
て
も
。
 

■

の
原
_

ど
し
て
も
邀
か
に
ヵ
强
い
も
の
で
あ
る
ど
主
'
張
す
る
に
過
ぎ
ぬ
。個
人
S

論
.

•

世
界
雰
の
擔
當
者
に 

相
逄
な
い
，が
、
各
種
の
動
機
や
目
的
に
依
て
動
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
併
し
個
人
ビ
庇
顧
係
な
ひ
メ
、
縱
今
>

M

Y

 

之
を
知
I

欲
す
る
ビ
を
間
は
ず
、
彼
を
一
定
の
方
向
に

.
導
き
彼
の
計
畫

V
J

努
力

V
J

を
彼
の
全
ぐ
靈
し
な
か
つ 

ナ
結
果
を
®

ら
す
た
め
の
手
段

V
J

し
て
利
用
す
，る
。
此
點
は
へ
エ
ゲ
ル
.
も
マ
ダ
ク
ス
.

も
全
ぐ
同1

精
.
神
で
あ
る
0

へ

ェ
ク

,

の
®

念
.の
手
u
mに
該
當
す
る
も
.
の
は
、
.マ

,

ク

ス

に
在
て
は
不
可
變
的
法
則
に
依
て
進
狩
す
る

生

.產

過

程

の

.

.强
_

で
あ
.：る
。 

：
„...

マ
ツ
ク
メ
に
於
て
重
大
な
る
役
割
を
有
す
る
階
級
利
害
も
职
終
局
に
於
い
て
必
ず
し
も
經
濟
的
動
機
で
は
無
ぐ
又 

d

般

に

麗

的

に

振

把

さ

れ

た

傷

力

で

も
無

い
o

寧
ろ
其
れ
は
V

個
々
の
階
級
成
員
に
.
向
け
ら
れ
た
客
®
'
的
必
然 

I

以
て
作
用
す
I

制
力
I

る
。
個

人

蕩

級

利
f

い
ふ
此
強
制
力
？

■
て
は
全
<

1

の

馨

か

為

g

し

H

 

^

る

の

だ

美

へ
f

裏

U

そ
Q

K

>

で

露

し

て

ゐ

る
o

所
が
此
呰
級 

，
の

篡

的

狀
1

1

然
的
に
發
生
す
I

利
S

.

全
階
級
實
は
其
大
多
數
S

S

行
f

な
す
可
ぐ
1

す

し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

：

'

;
:
|

へ
マ
ル
ク
ス
の
信
舉
者
の
多
ぐ
は
此
事
實

I

過

し

た

。

そ

し

て

外

的

必

然

性

I

的

必

然

性

に

移

し

變

へ

た

結

果
 

せ

し

て

マ

ノ

ク

ス

£

<

警

知

ら

な

.か

つ

た

苦

ぐ

.は

全

ぐ

1
1

次

的

の

も

の

美

へ

ら

れ

て

ゐ

：た

間

題

が

彼

等

の

前

. 

，

ン

擊

5
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1
〇
八
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第

八

玻

I 

I

四 

.に
生
じ
て
來
た
。
例
へ
ば
：全
體
の
過
程
に
對
す
る
個
人
の
意
義
如
何
せ
か
、.
指
挪
者
ビ
の
»

係
に
於
け
る
民
衆
0

影 

響
如
何V

J

か
、
又
は
經
濟
的
動
因
ヒ
.觀
念
的
® ;

因

ミ

は

何

れ

が

强

；い

も

> 0
:で
，ぁ
る
ヾ

」

か

ヾ
し
い
ふ

諸

問

題

が

即

ち

之

で 

あ

る
,«

七
"
遨
化
に
役
立
つ
！
-
因
と
し
て
の
心
め

要
素

此

過

程

に

於

け

る

心

的

要
*:
の

役

割

に

關

し

てマ
ル
ク
ス
の
«
ふ
_所
妒
今
次
の
禄
に
嘗
き
替
へ
て
見
る
。
凡
そ
社 

會
に
典
苘
生
活
を
營
ひ
全
人
類
は
其
生
洁
に
必
.喪
な
財
貨
.を
生
產
し
な
け
れ
ば
な
ら
，«

い
。
此
必
耍
か
らI

定
の 

行
爲
が
生
れ
る
。
此
行
爲
は
文
化
程
度
の
低
い
階
段
：：で
は
"
其
必
然
：性
を
自
覺
じ
な
い
で
極
め
：て
秫
々
の
動
機
か
ら 

行
は
れ
"
文
化
が
進
む
に
連
れ
て
明
瞭
な
認
識
か
ら
"
' 而
も
發
達
を
容
易
に
し
、
促
進
せ
ん
ビ
の
意
思
を
以
-X
行
は 

れ
る
°：
生
產
の
地
位
が
@
然
の
技
術
的
利
用
の
改
鼓
を
必
耍
ビ
す
る
場
合
に
は
"
之

に

必

要

な

る

發

見

"
發
明
が
卑 

晚
成
し
就
げ
‘し
れ
气

通
常
'*
の
場
合
に
は
多
數
の
人
々
が
相
協
カ
す
る
'か
ら
> 
此
.勤

務

給

付

を

社

會

的

勞

働

の

產 

物
？
見
て
差
支
べ
な
い
。

此
給
付
を
完
結
す
る
人
は
.唯
だ
；
一
個
の
必
然
的
過
程

.の
最
後
，の
行
爲
を
行
.つ
て
ゐ
る
に
過 

ぎ

な

い
:

若
し
被
が
之
を
爲
さ
^
い
場
合
に
は
他
の
者
が
現
：は
れ
て
彼
に
狀
る
。

，
'
，之
に
依
て
®
.れ
ば
人
間
句
認
識
及
び
目
的
意
識
的
行
爲
は
缺
く
事
の
出
來
な
い
も
の
で
ぁ
る
が
、
原
因
の
傲
の
中 

に
ぁ
つ
て
は
僅
に
從
S

的
部
分
た
る
に
過
ぎ
な
い
。
斯
樣
^

し
て
是
等
の
も
の
_
は
¥.
び
全
く
無
カ
の
も
の
に
抑
し
下 

げ
ら
れ
る

の

で
は
な
い
か
- 

°

此
觀
念
方
法
が
益
く
普
及
す
れ
ば
す
る
程
、

一
切
の
行
爲
力
を
*

■

さ
せ
て
し
ま
ひ
， 

結
周
完
全
な
宿
命
論
に
瞭
す
べ
ぶ
も
の
'
で
は
な
い
か
。
兎
も
角
も
*

る
事
が
分
り
、
而
も
必
.
.す
來
る
に
相
違
な
い
m

 

れ

ば
、.「

何
の
た
め
に
人
間
は
藤
j

目
的
を
足
め
て
i

其
達
成
に
：儀
牡
を
拂
は
ね
ば
な
ら
だ
ら
'
ぅ
。
手
の
出
し

f
!
S

I

榇
の
な
い
^

#

の
經
過
を
捵
手
し
.て
靜
{:
.

^
女
忍
從
七
.
た

方

が

無

難

で

，呑

氣

，
で

は

な

い

だ

ら

う

か

。

游
し
此
非
難
が
當
て
ゐ
れ
ば
唯
物
姐
觀
は
縱
令
现
f

し
て
は
I

正
し
く
て
も
、
全
く
新
な
る
生
活
I

?
 

現
を
S

る
政
治
S

礎
£

5

早
用
を
f

 

?

な
る
。
€

將
來
國
家
が
何
等
勞
せ
？

て

必

然

到
來
す
f
 

も
の
で
あ
れ
は
、
S

秩

序

を

奮

し
"

K

.

I

可
£

?

f

 
a

之
S

?

る
2

に
_

を
说
く 

こ
ご
も
，
明
か
に
無
用
で
あ
6
>

r

v

o

:;

: 

„
:

其
故
に
此
I

は
マ
ル
ク
ス
及
び

i

.

グ
ル
ス

S

觉
に
適
合
し
た

も
の

5

證

し
ぐ
革
命
的
實
行
の
基
礎
を
な
す
ベ
I

の
で
f

新
社
會
の
到
來
を
繼
し
、
容
易
I

む
べ
き
も
の
で
あ
る
。
 

必
ず
來
る
べ
t

の
I

も
人
間
の
行
爲
I

て
f

.

て
.
f

s

出

來

奚
H

S

彼
等
自
ら
了
碑
し
て
ゐ
た
。 

彼
等
は
人
間
'の
行
爲
？

て
.も

: ^

其
結
果
が
行
爲
し
た
場
合V

J

同
一
で
あ
るV

J

は
主
張
し
な
い
。
彼
等
の
見
？

依 

れ
は
經
濟
的
必
I

は
社
I

f

し
S

行
f

決
定
す
る
K

S

を
組
織
す
る
I

人
の
行
爲
を
决
幻
す
M
 

も
の
で
は
な
い
。

一

例
を
擧
げ
れ
ば
分
る
。
 

，
：

：

‘

、

節
I

つ
て
冬
が
來
る
。
：
そ
う
す
れ
ば
人
間
は
生
篇
5

變
化
に
順
じ
て
自
己
の
生
活
方
法
を
否
で
も
奪 

も
製
へ
な
け
れ
は
f

な
い
。
'併
し
こ
の
寒
さ
に
輕
い
着
物
f

た
I

は

I 

f

 

W天
で
過
し
た
參
る
こ
S
 

? 1
- ?
ぉ

: ?
で
ぁ
る
町
た
•

し
て
ゐ
れ
は
健
康
を
傷
ふ
位
が
恐
ら
ぐ
腹
の
山
で
あ
ら
う
。
多
數
0
者
は
意 

識
I

し
S

慕

的

に

し

I

s

變

龙

ば

又

S

I

へ
て
之」

順
應
し
K

Y
。
此

經

l

“

層

M

e

l

l

服
I

塞

I

I

す
。
_

化
I

I

る

'
f

に
し
て
も
衣
服
及
び
住

I

上
に
變
化

f

然
的
に
起
I

I

確
に
警

で

I

事
^

.

第
二
十
s
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5

八
l

i

_
'
:
:
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寶
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第

八

隳

I
1

六 

へ
か
ら
冬
衣
を
質
つ
た
り
八
暖
爐
を
翁
へ
付
け
た
り
す
る
必
要
が
な
い
士
い
ふ
が
如
き
結
論
を
ば
前
記
の
原
則
か
ら
抽
：
 

ぎ
出
す
者
は
it
物
史
a
を
宿
命
論
的
に
解
釋
す
る
の
ミ
同1

の
論
理
的
誤
謬
を
犯
す
所
以
で
あ
る
。
何
ビ
な
れ
ば
此 

豫
言
ば
決
し
て
個
々
の
場
合
に
.就
て
い
つ
た
の
で
は
な
ぐl

般
に
就
て
云
つ
た
の
で
あ
つ
て
、其
意
味
は
、
豫
言
さ

れ 

た
結
粜
は
人
間
の
行
爲
な
く V

J

も
現
は
る
る
ど
い
ふ
意
味
で
な
ぐ
、
大
多
數
の
人
々
は
變
化
し
た
關
係
に
行
爲
を
順 

.應
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
ビ
い
ふ
意
味
で
あ
る
。同
樣
に
、
新
し
き
社
#
狀
態
が
生
れ
る
の
は
、
大
多
數
の
人

々
が
生
活 

條
仲
が
變
化
す
れ
ば
又
漸
次
其
行
爲
や
考
方
を
替
へ
て
此
れ
に
働
き
か
け
る
か
ら
で
あ
る
。
之
を
拒
む
人
は
沒
落
す 

る
.か
少
ぐ
ビ
も
何
の
影
響
をM

ふ
る
事
は
で
き
な
い
。

全
社
會
が
必
然
的
結
論
を
引
ぐ
こ
ど
を
拒
め
ば
、

其
社
會
の 

存
立
は
長
く
は
な
い
。

エ
ン
ゲ
ル
ス
は
謂
ふ
沒
落
の
刑
罰
を
受
け
ま
い
ど
す
れ
ば
此
必
然
的
結
論
を
引
？5

な
け
れ
ば 

一な、b
ぬ
ビ
。

;

之
に
：依
て
舰
れ
ば
、
心
的
®
素
が
な
け
れ
ば
社
會
狀
態
：は
成
長
し
な
い
。
此
心
的
耍
素
は
新
な
る
狀
態
に
適
應
す 

る
行
爲
ゼ
喚
起
す
る
に
必
要
で
あ
る
。
併
し
そ
れ
は
發
展
の
方
向
を
思
ふ
#

に
決
定
す
る
こ
ビ
は
出

*な
い
。
そ
れ 

は
特
に
祓
雜
な
順
應
器
で
お
る
。
併
し
乍
ら
大
多
數
の
人
々
の
行
爲
を
全
體
ど
し
て
觀
察
す
る
場
合
に
於
て

の

み

心 

的
要
素
は
順
應
器
ビ
し
て
働
く
の
で
あ
.る
。
社
會
の
個
々
の
成
員
は
思
想
上
に
於
い
て
も
行
爲
の
上
に
於
い
て
も
必 

然
性
の
線
を
遠
く
離
れ
：て
> 
現
狀
改
革
の
.任
意
的
計
*
を
作
り
此
の
實
現
に
努
力
す
る
の
は
勝
手
で
あ
る
が
、
此
計 

，
書

：
は"
發
肢
の
必
然
的
方
向
に
存
す
る
場
合
•
換
言
す
れ
ば
變
化
せ
る
關
係
の
下
に
於
て
人
間
の
生
存
を
保
證
す
る 

に
興
に
適
は
し
い
も
の
で
な
け
れ
ば
決
し
て
成
功
し
な
い
。

八
、
自
然
的
要
素
は
發
展
方
向
を
說
明
す
る
に
足
ら
ず
。

生
活
必
需
品
i
生

活

改

善

_

斯
く
て
^

的
要
素
は
發
展
方
向
を
決
定
す
る
も

の

で

は

な

い

。

何
ど
な
れ
ば
、
そ
れ
は
外
的
^

然
性
に
仅
て
萬
；！

.
れ
る
#

取
力
に
す
ぎ
な
へ
い
か
^

で
あ
る
。
.'

而
ら
ば
眞
正
の
決
定
力
は
何
處
に
存
す
る
で
あ
ら
i

か
'。
生
產
力
：の
T> 

斷
の
成
長
を
促
し
*

此

を
-

定
の
方
向
に
向
は
し
む
る
も
の
は
果
し
て
何
物
で
あ
ら
ぅ
か
。
吾
人
は
此
問
想
に
對
す 

る
解
答
を
マ
ル
ク
ス
及
び
モ
ン
ゲ
ル
ス
に
見
出
す
こ
ビ
は
出
來
な
い
。
而
も
唯
物
史
觀
の
述
命
は
一
つ
に
此
問
題
に 

懸
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
.

今
此
原
哮
'を
[|
1

然
的
要
素
に
求
め
様
€

す
れ
ば
、.
全
ぐ
»

惑
す
る
の
外
は
な
い
.。

.
也
ヶ
の 

地
味
、'
氣

候

上

並

に

全

動

植

物

，
は

長

.
い
年
月
を
通
じ
て
商
|

で
あ
，る
の
に
、
住
•
民
の
社
#

的
*
文
化
的
關
係
は
根
本 

的
に
變
化
し
て
ゐ
る
。
自
然
.
の
，利
用
法
は
從
來
ど
違
つ
て
も
其
變
化
の
原
因
は
自
然
其
&
體
の
中
に
存
す
る
の
で
は 

な
い
。
人
問
が
饰
養
し
な
け
れ
は
牛
は
初
め
か
ら
獨
り
で
鋤
は
臾
か
ぬ
で
あ
ら
ぅ
6

人
間
の
心
理
的
資
質
S

て
も
發 

挺
の
灰
®

力

V
J

な
る
程
斯
ぐ
根
本
的
に
變
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
斷
へ
ず
新
な
る
生
產
カ
の
發
嫉
を
促
か
す
自 

然
的
過
程
は
、
食
糧
生
產
地
.
を
狹
少
に
し
集
約
的
經
濟
を
促
す
自
然
人
ロ
增
加
だ
け
だ
く
い
事
に
な
る
が
之
e

て
も 

確
か
に

刺
激
ビ

な

る

に
は
違
ひ
な
い
が
强
制V

な
る
も
の
で
な
い
。

人
ロ V

J

財
貨
.ど
の
不
均
衡
は
也
方
こ

於
い
て
移
 

W

V

新
領
土
の
®

服
*

小
兒
死
G

の
樹
加
に
依
て
平
均
さ
れ
る
。
假
ぅ
に
財
貨
蓄
If

の
.
樹
加V

從
て
生
產
カ
の1

 

賞
 

を
促
す
絕
對
的
i/
i

沏
カ
か
人
口
僧
加
に
由
來
す
る
も
0

で
あ
る
ど
す
れ
.
ば
社
會
全
體
の
：最
も
.緊
切
な
る
欲
蕻
が
滿
足 

ド
さ
れ
た
險
に
は
*

迎
制
カ
は
^

の
|
作
用
を
停
止
す
る
に
到
'
る
ベ
■
秦

M

で
あ
る
。
併
じ
乍
ら
寧
實
は
決
し
て
そ
ぅ
で
な 

:;
'
:
い
。
：|1
會
の
全
員
が
悉
く
生
活
.必
需
品
に
事
缺
.
か
な
ぐ
な
つ
て
も
，
社
會
の
發
展
は
豐
も
停
丘
し
な
い
。
寧
ろ
生 

柄
改
義
に
向
つ
て
進
む
。
之
ま
で
最
も
駿
切
だ
つ
た
欲
親
が
滿
足
さ
れ
る
ざ
新
な
る
靈
が
頭
慕
げ
る
。
何
故
そ 

」

|

:
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:う
で
办
ら
う
か
。
何
故
此
欲
盟
が
.起
て
'他
の
欲
«
狀
«
ら
な
い
ー
の
だ
ら
う
0
何
：故

、«
實

、
欲

議

滿

足

の

方

法

は

|
‘
つ 

し

か

な
.い
の
だ
ら
う
か
.。
欲
蕻
0
次
：か
ら
次
ぎ
ど
現
は
れ
て
來
る
«
ホ
が
.明
が
に
分
て
•
何
れ
の
欲
蕻
に
も
其
滿
足 

:

方
法
が
唯一
し
か
無
；い
場
合
に
は
"
生

産

力

發

方

向

，は
明
瞭
り
ダ
つ
ー
て
ゐ
る

'か
ら
其
法
則
は
認_
さ
れ
る
し
-w 

M-
■
も
®:
め
.決
定
.出
來
る
。
併
し
斯
様
な
强
制
的
性
質
を
備
へ
て
ゐ
る
も
の
は
唯
直
接
生
活
必
需
品
の
欲3

T

た
け
で 

i

る
。：せ
い
ふ
の
'
.は
、
人
間
は
此
欲
藤
滿
足
0 ,
«

一
 

の
方
法
を
考
へ
出
さ
な
け
れ
ば
必
令
死
な
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か 

e>
:;
で

あ

冬

所

が

人

間

が

，如
何
に
す
れ
ば
生
活
改

#
が
出
來
る
か
ヒ
い
ふ
其
方
法
の
問
題
に
な
れ
ば
、
之
に
對
す
る
解 

:条
«'
樣
々
で
あ
る
。
十
五
世
紀
に
6
印
刷
術
發
明
で
、
十
九
世
祀
に
は
鐵
，道
、
馏
.信
：の
お
陰
ヤ
漸
く
西
歐
社
#
は
沒 

十
落
を
免
が
れ
ん
こ
ど
が
出
來
た
の
'だ
€
眞
顔
目
に
主
張
す
る
人
が
あ
ら 
>フ

か

。
勿
論
西
歐
社
會
は
是
等
發
明
無
く
ば 

;

今
0
ど
全
ぐ
.違
つ
た
狀
態
6
な
つ
，
て
ゐ
た
で
あ
ら
ラ
。
：
が

是

等

の

發

明

な

く

^
も
勿
論
存
續
し
た
ら
う
。而
ら
ば
、
社 

會
が
或
種
の
欲
諶
を
他
0
欲
勤
ょ
り
遙
に
緊
切
ビ
認
め
た
ヶ
’(

他
の
滿
足
方
法
を
顧
み
な
い
で
或
滿
足
方
法
を
選
ぶ 

:
歌
に
決
め
る
の
.は
、
何
等
が
，其
處
に
5 1

擇
.の
，標
準
：が
亦̂
す

る
^
め
で
あ
ら
う
か
.。
種
々
の
集
圓
が
同
様
の
出
發
點
か 

&
•'
»
:出
發
し
乍
ら
、
斯
欉
！2
嚴
襌
¥
異
に
し
た
た
め
に
、"
時
の
經
過
^
典
に
遂
に
は
全
く
違
つ
た
狀
態
に
到
達
す
る 

こ
X 

♦
か
あ
る
。
此
W

M

を
認

め
：れ
ば
、

：

發
展
方
何
が
全
幻
劃
—

で
あ
る
S
か

、

發
爐
方
向
が
.人
問
の
意
思
に
無
關
係 

、だ
七
は
言
へ
な
く
な
^ !
。

‘ 

_ 

.

!

定
：の
生
產
办
に
適
應
す
名
生
產
關
係
は
喷
、：
一
嵇
類
し
垆 

國 

.
家
形
態
"

觀
念
論
各
々
，-
秫
«

し
か
な
い
ビ
い
ふ
主
藤
も
亦
同
様
に
正
し
ぐ
.
な
い
。
此
の
場
#

^

し

社
會
が
、
不
利
不 

完
全
乍
ら
も
他
の
生
it
B

係
、階
級
紙
織
、
國
家
形
，態
、
M

考
形
態
：の
下
に
^

ff
i

t

る

場
へ
ロ
が
あ
る
ど
す
れ
ば
何
處
に

一
か
、
る
必
然
性
が
存
在
す
る
で
あ
ら
ぅ
か
P

腕
に
生
活
必
翁
品
e

it
f

る
欲
窥
が
此
必
然
性
を
說
明
す
る
に
充
分
で

く

又

他

' 0

芬
: ®

形
態
H

た
た
め

{;
破
域
の
.刑
■
.

を
受
け
る
*

が
な
い
.
e
-す
れ
ば
、
此
社
餘
發
徙
の
方

向
は
！
義
的
に
決
定
で
き
る
S

W
言
へ
な
ぐ
な
る
。

. 

i
: 

•
' 

< 

.

、K
k

ク
ス
の
見
解
に
依
れ
ば
社
會
全S

の

生

靈

.思

の

外

に

は

又

一

つ
の
指
示
器
が
存
在
す
る
も
の
の
如
く
で
あ 

,'
■:る
、
■又
曾
て
充
分
意
識
に
現
^

^
た
事
の
な
い
必
然
性
：が
.存
在
し
て
、
之
が
何
時
の
時
代
に
も
、
尊

S

S

犬 

.
態

か

ら

可

及

的

多

摄

の

财
:«
を

生

產

し

得

る

が

如

き

關

係

を

造

&

出
さ
し
む
.
ベ
，ぐ
人
間
：を
.強
制
す
る
も
の
の
ヤ
ぐ
で 

.あ
る
。
併

し
こ
れ
は
全
ぐ
出
鐵
目
な
主
張
だ
：羞

ふ

，
，多
數

0
人

間

翁

鐵

滿

§

合

 ̂

.唯
た
技
術
上
町
能
.で
あ
.る

:1
"
ふ
理
由
だ
緣
蔡
に
多
®
の
.財
貨
を
.生
產
.せ
ざ
る
，に

は

码

ら

れ

な

い

i

ず

る
で
あ
ら
ぅ
ミ
は
怎
し
：て
も
想
は
れ
な
い
し
又
證
明
す
る
の
も
難
し
い
。
加
之
、
此
の
可
及
的
に
最
高
额
の
財
貨
を

斗
淹
せ
ん
ど
す
る
此
本
能
的
努
力
は
極
め
て
不
爾
定
0,

規
準
で
あ
る
か
ら
*

之
に
’
依
，て
、

進
化
方
向
の
一
義
性
及
び

必
然
的
過
f

充
分
に
說
明
す
.る
奮
出
來
な
い
。
そ
の
上
に
こ
の
中
に
は
一
定
.の
新
生
產
力
の
創
造
を
促
す
f
 

カ
も
兑
出
さ
れ
な
い
。： 

' 

I

■.卜
何
れ
の
方
面
か
ら
観
察
し
て
も
滿
足
す
べ
き
說
明
は
到
底
求
I

れ
な
い
o
唯
、
佘
は
生
產
力
は
斷
へ
ず
成
長
す

へ
.
き
.
も
の
で
あ
つ
T

.

其

成

養

方

向

の

篇
.
を
其
自
體

Q

中
に
備
へ
.
て
.
ゐ
る
が
：裔

到

靡

明

出

來

る

も

の

が

劣 

な
い
^

主
張
す
る
に
业
め
て
置
ぐ
。
：，

.
九
"
唯
物
史
觀
の
第1

の
進
展
。

：.
： 

、

條

伸

と

し

て

の

生

産

力

、

へ

:

第1

S
卷

(
1a

八九
：} 

觀
批
評
 

f
 

L
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第

八

鉞I 
ニ
〇

發
見
的
原
理
と
し
て
の
唯
物
史
觀

マ
ル
ク
ス
及
び
エ
シ
ゲ
ル
ス
0
lt
#:
la
a
に
*
は
る
®
々
の
®

_
や
不
備
は
®
に
其
反
對
者
許
り
で
無
ぐ
其
信
奉 

.

者
否
其
創
成
.者
自
身
に
も
靡
に
明
か
に
な
っ
た
。
併
し
彼
等
は
均
し
ぐ
是
等
の
缺
陷
が
共
根
本
的
見
解
の
中
に
如
柯 

に
深
ぐ
根
差
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
か
を
少
し
も
認
め
な
か
っ
，た
。
唯
だ
#
殊
0
場
合
に
：曖
昧
な
同
意
や
却
て
其
價 

':
値
を
貶
す
様
な
解
釋
を
與
へ
て
そ
れ
で
一
切
の
非
難
を
排
除
し
得
たVJ

妄
信
し
た
の
で
あ
る
：。
併
し
愛
で
は
此
以
上 

斯
權
の
議
論
を
問
題
ど
1>
度
ぐ
は
な
い
。
唯
物
史
觀
の
全
®
の
核
心
に
觸
れ
た
3&
評
こ
そ
初
め
て
大
い
に
五H

等
の
典 

I
味
を
唆
る
に
足
る
も
の
で
あ
：る
。
其
處
で
吾
々
は
.愛
で
ン
マ
：ル
ク
シ
ズ
ム
の
本
來
の
信
^

^
達
が
.、
是
等
の
缺
陷
に
氣 

.
付
'い
た
後
、
如
何
な
る
方
向
を
.取
，て
此
理
論
の
.改
良
を
企
て
た
かV

J

い
ふ
.事
を
有
體
に
述
：ベ
て
見
や
う
ミ
思
ふ
ノ 

、
先
づI

八
九
四
年
社
會
主
義
者
パ
ウ
ル
0

チ
ゲ
ン
ス
トPaul 

E
r
n
s
t

は「

ノ
ィ
エ 

>
ッ
.ア
ィ
ト」

紙
上
に
揭
載
し
た 

メ
エ
リ
ン
ダFranz 

M
e
h
r
i
n
g

の「

レ
ッ
シ
ン
グ
物
罾」

を
駁
し
た
一
論
文
の
中
で
說
明
し
て
謂
ふ
"

マ
ル
ク
ス
の 

:"言

明
に
依
れ
ば
、
經
濟
的
構
造
‘
.が
：活
動
す
る
た
め
に
は
念
う
し
て
も
心
理
學
は
移
植
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
.。

All
a 

ベ
の
行
爲
.を
決
定
す
る
も
の
は
實
在
其
者
：で
は
無
く
、
質
在
の
中
"
事

實

上
人
間
の
服
に
映
f
る
所
の
も
の
で
あ
る
。

「

故
た
入
間
の
行
爲
は
經
濟
關
係
及
び
人
間
性
の
一
產
物
で
あ
る
ど
觀
る
事
が
出
*

る
.。
®

入

は

ヌ

生

產

過

程

以

外
に 

人
間
の
.可
變
的
性
質
を
硏
究
し
'其
心
理
學
、聯
想
力
"
論
珣
學
を
硏
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
若
し
さ
う
で
な
け
れ 

，
ば
.：吾
々
は
常
に
過
去
の
人
間
に
近
代
的
思
想
を
强
上
る
せ
い
ふ
可
笑
し
な
事
に
な
る
。，
人
間
が
自
ら
造
り
上
げ
た
實 

ノ
在
の
肖
像
が
時
代
の
發
M
に
伴
れ
て
漸
次
、實
在
其
者
に
：著
し
く
類
似
し
て
來
た
事
は
：確
：か
で
あ
る
。之
が
た
め
觀
念 

論

的

嬰

素

の

，
影

響

'も

次

第

に

薄

な

つ

た

。
併
し
乍
ら
翻
.て
原
始
.の
.民
族
に
徉
て
は
宗
敎
は
屢
i
生
產
0
促
進
手

-
.
.
.
.
-
u

u

.

l

i

.

1

段
ビ
は
，な
ら
な
い
未
で
も
、
少
く
ど
も
之
が
、阻
北
手
段
ミ
な
つ
/2
の
，で
，あ
る
.か
ら
、
觀
念
論
的
*
素
の
經
濟
關
係
の 

■

卜
構 

,

卜
:'
,

ぃ

;

,

:
''
:
:：
^
 

イ
ッ
ク
ス

B
e
l
f
o
r
t

皆
デ
は
之
ど
同
機
の
站
解
を
述
べ
た

0
彼
も
亦
、

「

宗
敎
、»
術
、
道
德
，を
，均
し
く
.經濟關係
から說明̂

が出來る

S
い
ふ
事
に
.は
反
對
で
あ
る
。謂
へ
ら
く
、
經 

!:
;
«關
係
は
寧
ろ
協
同
的
耍
素
の
ー
夕
に
過
ぎ
な
い
。
典
要
素
以
外
に
人
間
の
中
に
は
自
律
的
の
發
嫉
を
營
ひ『

根
本 

:的
：の
心
现
學
的
傾
向』

が
存
在
す
る
。塍
史
を
播
け
ば
槪
ね
、或
る
時
代
に
は
：或
種
の
要
素
が
特
に
優
勢
で
あ
り
、
又
他
.
 

-
;'
の
時
;^
に
は
他
の
種
の
要
素
が
#

に
«
勢
で
あ
0
た
。
基
督
敎
發
展
史
を
支
配
す
る
も
の
は
«
念

論

的

要

素

で

ぁ

.つ 

た
"
今
H
其
れ
が
看
取
さ
れ
な
い
の
は
、
.現
在
に
於
い
.て
.經

濟

的

婴

素

が

利

害
®
.前

面

，に
餘
り
に
露
骨
に
现
は
れ
て 

::
ゐ
て
、
動
i
も
す
.れ
ば
、
此
_
濟
雇
係
を
從
來
の
總
て
の
時
代
に
：推
：し
及
ぼ
さ
ん
ど
す
る
傾
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
ビ
。
 

:
ガ
.ゥ
ッ
.キ
.ィ
は
之
：を
駁
し
，て
謂
ふ
、

.心
理
學
的
耍
素
は
確
に
.疑
も
：無
，‘ぐ
存
在
ず
る
'。
併
し
人
間
の
心
的
資
質
は
®

^
^
.̂

;;
史
0

經
過
に
伴
れ
て
變
化
す
ぶ
：も
の
で
は
な
い
か
ら
不
易
の

■
も
の〗

ど
*

て
差
支
へ
な
い

o

從
て
變
化
に
對
す
る
認
識 

.

:
:
-:
.が 

は
：之
^

間
却
し
て
差
支
へ
な
い
。
而
し
て
此
變
化
は
可
變
的
耍
素
即
ち
生
衡
力
の
發

M

に
依
’

:
て
の
み
說
明
す
ろ
.事
が
出
來
一
る
：

s
o所
が
べ
ル
フ
ォ
ト

r
パ

ッ：ク
ス
'ゅ
心
理
學
的
要
素
0.
不
哀
性
を
.烈
し
く
蠻
ひ
，
經 

濟
«
係
に
依
て
說
明
す
る
»
の
出
來
な
い
觀
念
論
的
«
成
物
の
存
在
す
る
藝
を
.傩
く
ま
'で
主
張
す
る
.
0彼
.は
圯
の
ー 

例
.

V」

し
て
哲
學
を
引
合
に
出
し
た
0
.
:謂
べ
ら
く
，
確
か
に
哲
學
は
M
濟
的
發
展
が一

定
■の
階
級
に
達
し
た
場
合
に
於 

:
:て
初
め
て
生
れ
る
。併
し
乍
ら
此
事
あ
る
が
爲
め
に
哲
學：

は
；*:
、經
濟
關
係
か
ら
：の
み
說
明
さ
れ
る
も
の
S
信
^;
る
の 

:

.

Pぃ
は
»馨
で
'あ
る
ゲ
哲
學
は
自
然
及
人
間
を
精
密
に
，植
察
す
る
こ
；ミ
か
ら
發
注
し
、
か
，く
て
一
個
の
J
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ニ

想
證
化
を
形
成
す
る
に
雜
る
を
の
_
實
を
會
得
0
.な

げ

れ

：ば
，.各

種

奴

相

異

れ

，る
；哲
學
體
系
が
相
前
後
し
.て
發
生 

す
も
の
事
實
は
到
#

^
'̂
:
理
^

V

る
事
於
出
來
な
い
。
唯
：_
史
.郷
0
主
張
：が
、
唯
、
一
定
：の

精

神

的

現

象

は

經

濟

の

一

.
 

,定
の
成
熟
程
度
に
於
い
て
_
办
.て
現
は
れ
る
も
，の
.で
.あ 

'る
も
#
，ふ
が
け
で
あ
.る
な
ら
ば
> 
唯
物
史
觀
は
、『

若
し
詩
ん 

は
M

な
ぐ
な
れ
ば
詩
作
し
な
ぐ

な

：

な
.

』

S

言
：ふ
樣
な
-
.藥
に
：も
：樂
に
も
な
6

«
い
平
凡
な
主
張
：に
隨
し
て
し
ま
ぅ
。 

併
し
乍
ら
勝
し
唯
物
史
觀
の
主
張
が
.人
間
の
生
活
方
法
の
'説
.明
に
：存
す
る
な

〔

ら
：ば
、
例

之

ズ

間

が

何

故

に

加

徙

カ

敎 

徒
客

 

'つ
た
P
,
或
は
他
：

9
 
0
0
に
歸
依
す
る
に
到
る
$

:い
ふ
事
を
說
'明
す
る
に
*
る
な
ら
ば
、
唯
物
史
■
は
又 

"
1

個
奴
1
證
佯
爭
の
_
を
|6
か
れ
な
い
。
何
ど
な
れ
ば
卜
此
事
實
が
緣
濟
膽
係
：か
&
充
分
に
■
明
さ
れ
#
る
ど
い
ふ 

:事
は
蛋
く
疑
問
に
鹰
す
.，る
が
：ら
^
あ
る
^

>
其
飲
o

ッ
ダ
ス
の
>1
_
に
從
：：へ
_は
唯
物
史
«
は
左
の
如
く
改
良
し
な 

一.け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ら
"
人
類
の
«
騎
の
中
に
ば1
一
顧
の
主'粟
な
る.喪
素
が
存
在
す
る
"
其
.一

つ
は
、
人
間
の
先
天 

的
資
質
に
根
蝥
し
て
興
種
類
及
び
強
度
典
に
可
變
的
な
心
理
«
的
«:
動
で
あ
つ
て
"
他
0

1
つ
は
外
的
影
響
セ
あ
る
。
 

勿
論
痛
濟
的
影
響
は
典
外
的
影
響
の
中
に
.在
て
最
も
有
力
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
併
し
そ
れ
だ
け
が
®
動
す
る
も
の 

習

な

ぃ

。.
滕
史
は
是
等
諸
耍
素
の
不
斷
の
交
苴
作
用
を
續
げ
な
.け

れ

ば

な

ら

な

い

。
是
等
の
南
系
列
は
.或
程
度
ま 

セ

別

：令

に

其

自

身

1-

賞
.せ
る
因
果
系
列
：̂
考
へ
て
犛
支
な
い
贫
ド 

V力
ゥ
ッ
キ
.ィ
は
之
を
反
駿
す
る
に
當
て
再
び
前
述
の
議
論
を
繰
返
し
^
上
に
，
左
の
如
く
述V

た
。
日
く
"
it
物 

史
«
は
決
し
て
心
理
學
的
喪
素
の
協
：同
を
否
認
す
る
も
の
で
は
な
い
。
唯
だ
唯
物
史
觀
は
> 
人
間
の
精
神
が
齔
會
を 

動
か
す
の
は
經
濟
_
係
.の
主
人
マ」

し
て
で
は
：な
ぐ
其
從
僕
'ど
し
て
で
あ
る
、VJ

言
ふ
の
で
.め
る
。
人
間
俯
神
に
典
任 

務
を
附
與
し
、
彼
に
其
解
決
.の
手
段
を
提
供
‘し
.、：、か
：.ぐ
て
又
其
結
集
を
決
：定

す

：る
も

:0
.は

獨

ゅ

經

濟i!
係

あ

，る
の

み
で
あ
る
0
粗
學
の
歷
史
は
囚
は
れ
ざ
る
自
然
|1
戰
の
成
長
に
依
存
す
る
の
み
4
ら
中
ヌ
«
術
の
進
步
に
も
依
存
す 

る
：
和
ご
な
れ
ば
自
然
征
服
の
婴
求
か
•ら
の
み
、

自
然
の
；舰
線
は
誕
識
マ
し
な

6
得
.る
か
ら
で
あ
る
。
總
て
の
央
B
ふ 

方
法
I

■
例
之
數
學
へ
之
に
.餾
す
る
丨
も
こ
の
意
味
に
於
5

術
其
者
の
.一
部
で
t

«
々
の
人
間
は
發
城
を 

遲
滞
さ
せ
た
り
、
促
進
さ
す
事
は
出
來
る
が
、
決
し
て
其
發
M
の
.方
向
を
決
®
す
る
#
は
出
來
な
い
，
\

;

エ
ル
ン
ス
卜
及
び
づ
ッ
ク
ス
め
i

の
解
驛
ば
尙
不
充
分
な
る
；を
^

か
.
れ
な
い
、
寧
ろ
唯
物
史
舰
の
個
々
の
誤
解 

_

對
す
る
ガ
ゥ
ッ
キ
ィ
：の
：反
駿
こ
そ
全
<

當
を
得
て
ゐ
る
.

が
觅
两
、
唯
物
史
«

の
最
大
の
弱
點
が
社
會
主
義
者
の
侧
. 

-̂

ら

取

扱
'̂

れ
た
の
は
此
論(

?=
/

を
以
て
始
ふ
V

J

a
て
い
い
。
こ」

>

 

で
#

き
起
さ
れ
て
‘ゐ
る
問
題
は
畢
竟
す
る
に
生
產 

力
の
其
時
代
時
代
の
狀
態
は
單
に
#

定
社
會
の
I

並
行
動
0

活
動
範
圍
を
示
す
に
過
ぎ
な
い
I

で
は
な
い
か
ざ 

ぅ
：か
^

へ
い
ふ
事
で
和
る
0

:0

ぐ
"

此
■

!«

內
に
於
：て
は
人
間
精
#

の
創
造
的
活
動
、
イ
ッ
ク
ス
の
所
謂
心
遡
學
的
耍
素 

に
對
し
S

祟
動

の

傭

地

が

與
h

ら
れ
る
。
此
人
間
の
糖
_

^

定
さ
れ
る
も
办
で
ば
な
い
，。

そ

_

,
こ
れ
が
當
に
肝
心
の
點
で
あ
る
ど
。
之
に
對
し
て
ヵ
ゥ
ッ
キ
ィ
は
®
本
に
於 

て
唯
、
次
0
反
駁
す
る
許
り
で
：あ
.
.る
、®
神

は

經

濟

關

係’の
從
僕
ビ
し
て.の
み
活
動t
る
も
の
で
あ
る
、
從
て
又
發
艘 

0
方
向
は
精
神
に
依
て
決
定
さ
れ
る
も
の
.で
は
無
<
*
.
:
寧

ろ

經

濟

關

係

に

依

1:

決
定
ざ
れ
る
；ん
：の
で
あ
る
ミ

o

併

し
 

乍
ら
彼
の
此
見
解
は
、
.依
然
ど
し
て
純
然
た
る
獨
斷
的
：主
萌
に
.止
.つ
て
、
進
.ん
.で
經
濟
f

め
斯
か
々
M

f

i 

能
を
明
が
に
ず
'る
何|

つ

の

證

明

も

與

ぇ

弋

そ

の

上

斯

撳

浓

證

明

を

試

み

樣

ぐ

紋

し

な

い

。

脒
に
此
論
爭
に
於
て
宗
敎
的
植
念
は
生
產
關
係
(:
侬
存
す
ろ
：や
.
否
や
の
間
題
が
ニ
つ
.の
役
割
を
演
じ
て
ゐ
る
の
は 

決
し
：i

然
の
.
事
で
|

い
。
：何
|

れ

咤

一

般

暴

敎

的
_

念

重

產

關

係

：S

す
る
依
存
®

係
を
證
：明
J
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號

-
^
5
,

の
ほ
事
實
上
極
め

V

因
雛
な
辦
で
あ
る
、，

況

し

て

や

俞

者

M1

途
に
#
者
に
.の
み
依
存
す
る
ビ
い
ふ
。そ
の
依
存

®)
係 

を
證
明
す
る'事

は
5 1

に
困
離
な
帮
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
.其
後
間
も
無
く
佛
蘭
西
の
社
會
主

 

ジ
'ュ
へ
ソ
レ
.
 

ダ

George 

Sorel
.は
次
の
檎
に
述
.ベV:

居
る
へ
日
くf

唯
物
史
觀
は
、
宗
敎
の「

役

黑

何

。に
對
し
て
充
分
滿
足
す
べ 

き
.理
論
，を
與
へ
.な
い
中
は
、
決
し
て
滕
史
'を
充
分
に
說
.明
し
得
た
>」

は
‘言

へ

な

い

』

.̂
，。

か
；く

て

彼

も

亦
It
.物
史
觀 

の
根
本
的
改
？

叙
て
を
も
の
で
あ
る
經
濟
的
發
展
の
法
則
が
存#

し
て
、、
之
に
依
て
.經
濟
的
發
腿
が
人
間
意
敗 

<
無
關
係
0
自
然
過
程
;̂
し
て
現
れ
る
も
の
.で

あ
る
ち
い
ふ
事
は
.彼
も
承
！I

す
令
。
併
し
乍
ら
彼
の
見
解
に
依
れ
ば
、 

經
濟
祖
係
の.下
赌
»
築——

彼
は
ァ
ル
ク
ス
の
用
語
を
借
用
す
る
が
、
其
用
語
の
意
味
を
全
く
變
ベ
て
ゐ
る——

を 

土
臺
ビ
し
て
人
間
の
自
曲
意
思
が
1
會
的
、
政
治
的
秩
序
を
戚
に
彼
0
所

謂

總

ゅ

る

霞

の

粮

縛

的
_
成

物

’を

蜜
 

」

す

る
:0
彼
は
滕
史
の
，經

過
«
物
理
敗
現
象
ビ
は
：異
.て
：之

に

實

驗

的

方

法

を

應

用

す

る
こ
ど

は
到
底
出
來
な
い
か
ら
， 

之
をM

•果
的
に
.解
#
す
る
拿
は
.全
く
木
可
能
だ
士

 I
S

ゆ
た 

> 
謂
へ
ら
c
>
:經
濟
の
形
態
に
對
す
る
政
治
的
、
法
律
的
形 

.

態
の
依
存
關
添
は
、
之
を
證
明
し
得
る
限
ぅ
に
於
て
は
、
決
し
て
機
械
的
な
、而
も
嚴
密
に
確
定
的
な
因
泶
關
係
^
觀 

る
事
は
出
來
な
い
。.
*、
此
侬
存
圈
係
は
、相
應
關
係
を
經
驗
的
に
確
定
し
た
，も
の
に
外
な
ら
な
い
。
愛
に
於
い
て
眞 

:

に
報
本
的
な
滕
史
の
問
題
は『

：特
定
0
徽
件
0
下
に
置
か
れ
た
人
間
の
.集
圈
は
如
何
に
行
動
す
る
か』

で
あ
る
ミ
。

;

f

共
に
又
極
边
て
®

^
な
見
,
が
發
表
さ
れ
た
。
之
に
依
れ
ば
經
濟
關
係
は
決
し
-r
法
律
、
國
家
、世
界
觀
の
構 

_
或
は
變
化
の
原
阁
で
«
«.
:
ぐ
し
す
寧
ろ
戢
な
る
條
#
に
過
ぎ
な
い
。
變
化
手
段
が
其
時
代
0
自
然
的
年
段
及
興
科 

へ
學
的
知
識
の
中
に
與
え
ら
：れ
て

©
な
い
場
合
に
は
"
人
間
精
_
ビ
雖
も
何
等
の
變
化
.を
企
：て
る
斟
は
出
來
な
い
の
で 

あ
つ
て
、
此
葸
昧
は
.於
い
て
人
問
精
神
は
經
_
關

係
に
綁
せ
ら
れ
ゐ
ぢ
。
ー
恐
ら
ぐ
フ

-
?イ

ド
t
ッ

ヒ• 

w 
W
パ

P 

.

.

.

f
 Faedric.h 

B
a
r
b
a
r
o
s
s
a

の
時
代
-に
蒸
汽
機
關
を
發
M
し
之
を
使
用
す
る
こ
ど
は
出
來
な
い
相
談
で
あ
ら
ラ
。
間 

:

!.
棒
に
、
十
八
世
紀
の
人
問
は
土
ィ
べ
ル
ン
ゲ
シ
の
歌
詞
を
作
る
こV

J

は
出
來
な
い
。
何
ビ
な
れ
ば
彼
等
の
詩
作
は
之 

':
'
に
1

す
る
生
活
關
係
に
於
て
初
めP

出
來
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
蒸
汽
機
關
も
二
ィ
べ
ル
シ
ゲ 

, 

V

の
歌
詞
も
共
に
、經
濟
_
係
^
生
ん
だ
も
の
で
は
な
い
。
歷
史
め
任
務
は
、
社
#
、
國
家
ハ
精
神
的
文
化
.の
變
化
を 

.
:

_
::
生
產
カ
の
'發
M
か
ら
說
明
す
る
に
在
る
0
で
は
な
い
。
其
時
代
時
代
の
生
產
カ
發
達
の
狀
態
か
ら
窺
知
し
得
る
も
の 

:
:
:は
唯
典
時
代
に
於
け
る
人
間
生
活
の
活
動
の
限
界
た
る
に
止
ま
る
^
^

此
見
解
は
最
近
の
指
導
者H

ド
アV

ド
•
ベ
ル
ン
シ
ユ
タ
ィ
ン

M
d
u
a
r
d

 

Bernstein

が
之
を
揮
用
す
る
に
及
ん
で
一
 

層r

ル
ク
ス
r
a下
の
明
に
有
力
ど
な
つ
て
來
た
。
彼
は
之
ま
：で
旣
に
屢
ミ
個
々
の
論
文
の
中
に
夙
に
斯
種
の
倾
向
を 

:

,

表
.明
し
て
：ゐ
た
が
、
今

や『

社
會
主
義
の
前
提
ビ
社
龠
民
主
黨
の
任
務』

，
S
題
す
る
著
書
.の
中
で
此
議
論
を
巧
に
綜 

括
し
た
の
，で
あ
る
。
彼
は
述
べ
'て
謂
ふ
"

マ
ル
ク
ス
及

.びH

ン
ゲ
ル
ス
は
.滕
史
上
に
於
け
る
非
經
濟
的
要
素
の
影
響 

レ 
'
'を
初
め
か
ら
輕
贱
し
た
。其
_
に
彼
等
0
見
'解
は
修
；正
を
必
ー
耍
ビ
す
る
の

だ
ミo

謂

へ

ら

く

"

『

唯

物

史

觀

は

決
し
て
政 

:

:
;'

,治
的
、
觀

念

論

的

諸

勢

カ

の

自

己

蓮

動

を

杏

定

す

る

も

の

で

は

な

い

蝻

だ

啦

物

史

觀

ほ

^
此
自
已
運
動
が
何
等
の
拘 

:
:;
:朿
を
受
.け
^
、
無
條
件
的
：に
：行
は
る
；>
こW

を
爭
ふ
.
.も
の
で
あ
6
、
且
つ
社
會
生
活
'-
0
經
濟
的
甚
礎(

生
康
關
係
並
に 

階
級
發
M
5の
發
M
は
結
周
に
於
て
是
等
諸
勢
力
の
運
動
に
、
著
し
き
影
響
を
及
.ぼ
す
も
の
な
る
こ
ビ
を
示
さ
ん
S
す 

.る
あ
る
の
み
で
あ
る
。
殊
に
現
今
の
經
濟
の
狀
態
は
觀
念
論
の
發
展
に
最
も
多
ぐ
の
活
動
餘
地
を
與
へ
て
ゐ
る
i 

彼
の
晃
解
に
依
れ
ば
、

マ
ル
ク
ス
及
び
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
本
來
0

M
解
に
立
.ち
歸
る
こ
^
は
一
つ
の
科
學
的
«

#

で
あ 

る
^

0
唯
物
史
觀materialistische 

Geschichtsauffassun

crq
W

い
ふ
名
稱
を
放
棄
し
て
ブ
，
ジ
ョ
ソ
侧
か
ら
提
唱
さ

:

:

5

1十
s
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第
ス
,

1
5ハ 

れ
/2
«
濟
史
：«

Q:konomische 

G

;n>
s
c
h

o*htssfFassung 

い
ふ
名
稱
を
採
：用

し

や

ぅ

W

し
た
の
も
文
彼
で
あ
つ
た
。
 

彼
め
想
解
に
#

へ
ば
マ
ル
ク
ス
の
.遡
論
は
決
し
.て
唯
物
主
雜
的
世
#
觀
の
流
出
物
で
は
&
い

'°
彼
は
謂
ふ
、

『

哲
學
的 

莕
ぐ
：は
自
然
科
學
的
唯
.物
論
は
：宿

命

論

的

汴
■
 

£

職

拟

決

し'て
.然
5
ぽ
は
:«
い
。
彼
の.史

»

は
國 

揭
生
活
.の
經
濟
的*
礎
#
此
生
'活
の
構
成.に

對

：
し

て

■

一

 

.の
決
定
的
な
影
響
を
與
ふ
る
も
の
：で
あ
る
ど
い
_ふ
の
で
は 

な
：い1

ビ。
ベ斤ン

-シ
'
:-
タ
ィ
ン
.は
經
濟
的
£

^
似
外
に
'
.
1方
に
於
い
て
、
.
物
理
的
勢
力
、
他
方
に
於
い
て
は
、
 

理

想

達

成

，
へ

の

努

カ

：
を

.歴
史
の
..原
動
カ
.ヒ
認
め
る
。
從
%
彼
が
又
"
社
#
主

義

の

勝

刹

女

•

：

內
布
的
な
經
濟
的
必
然 

性
に
W!
待
し
な
い
で
ノ

寧
^

»
會
.主
義
的
^

«
に
對
す
る
勞
働
者
階
級
0
献
身
的
努
カ
に
期
待
し
た
事
は
彼
ヒ
.し
て 

;

は
：當
然
の
事
で
あ
る
。：
彼
謂
へ
ら
く

* 

a
會
民
主
■
は
#
來
の
敎
義
を
批
評
的
に
.審
刹
し
且

0

『

そ
の

淺
薄
な
名
唯 

_
論
が
、
頗

る

且

つ
最
も
容
:J
r

に
A
を

誤
ら
し
む
る
«

念
論
^

あ
るJ: 
€

い
ふ
，點
を
i«
不
し
て
興
れ
る
所

の

一
人
の 

"
力

ン
ト

を

必

耍

ミ

す

る

。
，，『

凡
：そ
理
想
.を
侮
廉
し
"
物
質
的
要
素
贪
發
展
.の
最
高
力
に
-登
す
r J

ヒ
は
、、
自
己
欺
瞞
で
あ 

つ
て
ノ
.こ
の
自
己
欺«
は
常
に
其
當
事
者
の
行
爲
に
：依
て
襲
切
ら
れ
た
し
又
將
來
き
し
て
も
裏
切
ら
れ
る

で

あ

ら

ぅ』

ど
。

'

‘ 

.

.
力
ク
ッ
キ
ィ
は
此
度
も
亦
其
著

^

へA

ン
シ

，
タ
.ィ
ン
^

社
會
民
主
鐵
綱
«』

，(」

A

九
九
年

)

の
中
で
、
本
來
の 

マ
〃
ク
シ
ズ
ム
を

^

ff
i

す
名
杰
努
め
^

。
彼
は
此
戴
の
中
で
、
.
唯
物
史
観
は
純
然
た
る
*
驗
的
方
法
に
依
て
發
見
さ 

い
れ
た
理
論
で
あ
る
：ビ
述
：べ
た
：後
，1 1
に
べ
.
ル
ン
シ
ゴ
タ
ィ
ン
を
駁
し
て

謂
ふ
、

.ベ
ル
ン

シ
ュ
タ
ィ
ン
は
唯
物
史

觀
が 

間
違
て
ゐ
る
^
.
い
ふ
辦
を
滕
史
的
事
實
に
依
て
；
i

i

eし
や
ぅ
^

し
な
い
で
マ
ル
ク

ス
^
び
エ
ン
ケ
ル
ス
の
發
^

に
®
 

掼
的
な

解
釋
法
を
加
べ
た
許
り
で
滿
足
し
て

ゐ
る
。
カ
ク
.ッ
キ
，
ィ

は

页
に
雛
詰
し
て
、
：
彼(

ベ
ル

ン
シ

ュ

タ

ィ

ン

〕

は

{

伯
命
論
、
機
械
論
、
及
び
滕
史
.
的
.
必
然
性
を
許
す
.

こ
ビ
の
出
^

な
い
方
法
に
於
て
混
同
し
た
ど
謂
ひ
、
最
狻
に
&
分 

の
兑
解
を
«

め
て
、
次
の
如
く
述
ベ
て
ゐ
る

•

日
ぐ
ャ
歷
史
は
唯
y

經
濟
的
原
因
許
り
か
ら
說
明
の
出
來
る
も
の
で 

は
な
い
ミ
主
張
す
る
人
；々

は
，
而
ら
ば
如
何
な
石
法
則
は
基
い
て
心
a

學
的
、
®

a

的
要
素
は
作
■
す
る
も
の
で
ゐ 

,: '

る
かv

j

言
ふ
其
法
則
を
論
説
す
る
の
義
務
が
ぁ
る
^

思
ふ
。
そ
し
て
若
し
之
が
出
來
な
^

.

れ
ば
、
發
M

の
合
法
性
は 

,

最
早
主
張
出
來
な
い
0
で
';
®

る
し
從
て
之
ビ
典
に
社

#

發
錄
の
；.方
向
を
明
か
：に
す
る
€
云
ふ
吋
能
性
も
又
亡
ぐ
な
つ 

丨
て
し
ま
ぅ
。
然
す
れ
ば
、
：科
學
的
社
會
主
義
は
脚
下
の
土
.
を
奪
は
.
れ
て
し
ま
.
ひ
、
其
要
求
の
實
猓
ミ
い
ふ
事
も
»
び 

空
し
い
希
聲
に
_

し
終
：る
で
あ
ら
ぅ
ど
:°

彼
謂
へ
ら
、

べ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
：は
斯
様
な
究
屈
の
結
論
を
引
出
す
の 

を
避
け
て
、
社
會
主
義
を
晴
»

的

に

嫌

立

す

.6
こ

に

：沒
頭
b

乍
^

而
：も

滕

史

璧

：起
の
必
然
性
を
否
览
し
た
。

M
 

:

に
於
い
て
マ\

ク
ス
主
義
的
方
法
に
對
す
る
彼
の
；改
良
的
企
|1
は
典
實
改
良
に
非
ず
し
て
却
て
麗
に
，矛
盾
せ
る
喻
物 

論
に
墮
し
て
し
ま
つ
た
の
で
あ
る
。

. .

ン
吾
人
が
此
べ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
.に

依
て
代
表
さ
：る

、
思

想

を

目

：に
考
へ
て
ゐ
る
せ
>
歷
史
的
發
肱
の
方
向
を
不 

變
の
も
の
"

計
慮
L

得
る

も
ど
考
へ
る
こ
ズ
を
怎
し
て
も
斷
念
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

‘
い
.？
ベ
,

ン
シ
，
タ
イ
ン
の
様 

.
:な
考
へ
方
を
す
る
ぞ
生
產
カ
並
に
生
產
關
係
は
寧
ろ
：生
起
.の
^

«

る
條
件
ミ
化
し
て
、
最¥

丨
1
'定
の
過
程
を
强
刺
す 

る
唯

1

の
原
因
ヤ
は
な
く
な
办
ァ
遂
に

#

竟
大
な
る
源
因
合
成
體

0
 r

部
に
過
ぎ
な
，い
も
の
ど
な
つ
て
し
ま
ぅ

。

0

 

ら
ば
社

龠
，
國
家
並
に
世
界
«

上
の
一
定
.の
®

»

は
#

何
な
.る
.

生
*

力
の
#

化
に
*
く
か
を
論
證
ず
る
'事
は
、
個
 々

の
場
合
に
於
て
最
卑
問
題隹

な
ら
な
-い
が
そ
の
代
^V

に
今
度
は
、
f t

生
產
カ
が
此

變

化

：
に

爾

何

の

分

前

を

持

->
か 

ミ
い
ぶ
糨
め
て
厄
介
な穿
幾

を

し
:^

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
な
る
。
其
故̂

べ
^

シ
シ
ュ
タ
.
イ
ン
0
:
見
»

の
信
奉
者
達
が
、 

f

l

i
卷
.

(
一

〇
九
*

身
物
史
觑
哪
評. 

節
へ
^

ニ
ー
七
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二

マ

ベ
ル
ン
シ
ユ
タ
ィ
ン
の
見
解
れ
依
れ
ば

、
.
' 唯
物
史
觀
は
處
史
的
現
象
を
解
釋
す
る
た
め
0
'確
：定
的
理
；論
で
は
な
く
、 

又
過
去
及
將
來
0r

切
の
變
化
を
.解
釋
す
る
場
合
.に
據
る
：可
き
规
準
'で
も
な
く
、
寧
ろ
啤
か
S 

4解
^
の
耍
求
に
'對 

.

し
て
、

一

應 

ー.
•定
の
方
向
を
示
し
て
吳
れ
る
指
折
で
あ
る
e
カ
說
せ
る
の
は
'至
極
尤
な
次
第
で
あ
る
。
そ
ぅ
い
上
® 

味
ヤ
彼
等
は
唯
物
史
觀
を一.

個
の
方
法
一
-
此
言
葉
，を
彼
等
の
思
想
に
對
し
て
使
用
す
る
こVJ

は
一
般
の
慣
用
：語
法 

に
適
し
な
い
か
も
知
れ
な
い
が——

だV

稱
し
て
ゐ
る
。
又
或
人
は
唯
物
史
«
を
發
見
的
原
理
マ」

呼
人
で
ゐ
る
が
此 

語
は
前
の
に
較
れ
ば
も
つ
V
Jii
E
.し
い
言
ひ
方
で
あ
&
ぅ
。
W

■
ぬ
#
で
一
切
の
謎
を
_
決
す
ベ
き
喾
の
こ
の
唯
物
史 

:»
は
觥
て
の
歷
史
的
現
象
.の
中
其
幾
何
を
.果
し
て
生
產
カ
.の
影
響
.に
歸
す
可
き
か
.‘を
硏
究
ず
る
場
合
に
、
其
硏
觉
者 

の
單
な
る
諮
問
機
關
位
に
な
b
下
つ
T
し
ま
つ
た
の
で
あ
る
。

カ
ク
ツ
キ
ィ
が
こ
の
べ
ル
ン
.
シ
ユ
.タ
ィ
ン
の
見
解
を
評
(>
て
マ
ル
：
ク
ス
及
び

土
：ン
ゲ
ル
ス
の
眞
意
は

斯
様
な
も
の 

」

で
は
な
.い
ど
云
つ
て
ゐ
る
の
は
疑
も
無
く
疋
し
い
。
■何

£■な
れ
ば
全
滕
史
0
過
程
の
方
向
は
一
定
せ
.る
も
の
で
且
つ 

針

]1
し
得
る
こ
ビ
が
出
來
る

(£
い
ふ
事
は
マ
ぐ

ク
ス
及

び

ニ
ン
ゲ
ル
ス
の
本
質
的
部
分
で
あ
る
の
に
對
し
、

ベ
ル
ン 

シ
• -

タ
ィ

V

及
び
其一

味
は
此
部
分
を
全
く
放
棄
し
て
し
ま
つ
た
か
6
で
あ
る
。
彼
等
は
自
分
で
考
へ
て
ゐ
る
以
上 

に
本
來
の
マ
ル

ク
シ
ズ
ム
か
ら
遠
X
離
れ
て
ゐ
る
9
而
も
彼
等
が
自
己
の
.

見
解
を
本
來
の
；唯
物
史
觀
の
_ 

|進
股
で
あ 

改
良
で
あ
る
^
考
へ
て
ゐ
る
の
は
實
は
全

ぐ
見
當
違
で
あ
る
。
寧
ろ
彼
等
は
事
實
上
原
則
ビ
し
て
全
人
類
の
滕 

史
的
發
«

に
.
及
ぼ
す
經
濟
現
象
の
影
響
を
久
し
く
硏
兜
し
乍
ら
，
そ
の
唯
一
：
の
影
響
力
を
敢
て
カ
說
し
な
い
で
、
所 

謂
ブ
.

ル
ジ
3
ワ
的
科
學
の
_
圍
に
足
を
踏
み
込
ん
で
し
ま
つ
た
の
で
あ
る
U 

十
、
唯
物
史
觀
の
第
二
の
進
展
。

—

理
が
生
産
力
の
方
向
奢
決
定
す
る
と
の
說

リ

へ

唯

物

史

覜

の

信

奉

者

が

槪

ね

此

道

を

步

む

の

を

好

ま

な

い

の

‘は
’別

に

^

む

に

足

り

な

い

ー

。

併

し

乍

ら.彼

等

が

8

目

，
的
1

難

霜

にH

は

れ

な

い

限.

C
V
W
、

生

產

着

辑

の

ー

必

然

霞

怎

之

ゼ

も

マ

f

歲

び

H 

X
グ
ル
5

敍

'

述
：中
ら
は
翁
會
出
來
洛
こ
；■

承
認
し
な
げ
れ
ば
f

ぬ
。
其
1

し
て
は
何
等
か
之
に
對
し
滿
足
す
ベ

晦
を
見
I

な

け

れ

ば

：な

そ

こ

：

1

め

為

々

の

模

索

的

な
.
S

行
は
れ
た
後
，

マ
ッ
ク
f

ァ
'
 

「

:7
:
.ド

妗

火

ほ

：
是

等

の

試

の

後

を

承

け

：
て

爱

:|
:

3

'■.
彼

は

、
，
.發
«
の方

：*
!

^

を

生
it
力
の
：
一
部
に
：過
ぎ
な
、い
自
然
的
要
素
か

.ら
說
明
ず
る«
が
出
維
な
い
»

_

妙 

る
：：。
是

等

自

然

的

要

素

は

事

實

土

唯

M

條
件
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
つ
て
、
幾
多
の
發
M
可
能
性
：が

存

在

す

る

。
：
マ

I
 

I

意
味
に
：f

、發
M
過
程
の
：
5

性
を
救
I

す
れ
ば
，
其

救

蓉

.

f

«

Y

1

つ
し
I

い
。
そ
れ
は
、
賞
 

:過
繁
方
向
を
決
定
す
る
急
.を
人
間
.の
資
性
で
あ
る
ミ
す
多
|

で
あ
る
0

所
與
0
條
伸
0
^
^
に
存
^

す

.る

幾
 

多
の
：可

能

餘

の

中

ノ

一

定

の

方

向

に

黯

す

る

|

つ
の
可
能
性
を
選
擇
さ
せ
る
も
の
は
人
性
の
本
質
に
存
在
す
る
必
：
 

然
性
で
な
け
.れ
は
な
I

。K
.
K

ド
レ
S

:
其
理S

を
述
■
て

謂

ふ

：
、
凡

：
そ

人

間

農

れ

f

 .
社

會

的

本

質I
 

た
力
ら
倫
理
的
原
則
に
依
：て
組
織
冷
れ
た
：共
同
生
活
の
，

.實
現
：を
努
む
：る
も
の
で
あ
る

o
人
問
は
生
れ
乍
ら
羡
高
の
：絲

.

,
,
i
曾

的

裏

現

す

V
.

き
使
S

有
す
る
。
.

人
間
W

其
本
f

 

v

f

 

S

統

一

的

雾

ネ
t

、
活
動
®

で
あ
つ
T
 

此
活
霞
は
其
自
體
の
•
中

猛

己

の

：規

準

喜

つ

。：，同

時

に

馨

、の
人
^

Z摘
人

的

幸

，

.安
寧
を
.追
求
し
なX

:
ば

止

ま

な

い

衝

動

の

存

す

る

こ

f

亦
確
かS

る
。
此

衝

動

极11
:
?
會

的 
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笫
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號
r

§

統

-
を
求
'む
る
總
て
の
努
力
^
正
に
相
反
す
.る
。
：.夫
々
異
呤
た
幾
多
の
價
値
評
價
は
支
配
さ
れ

，て
ゐ
4

«
人
：が
集
合 

し
.‘て
；
相
E
に
戰
て
ゐ
る
が
#
次
に
.共
同
»
■#
の
理
想
が'愈
:̂
勝
.を
.制
す
..る：に
到
る
。
斯
樣
な
過
程
を
實
S
す
る
の
，
 

:

方
法
，
は
共
同
勞
働
で
あ
る
，
普
1遍
：妥
當
的
形
式.：を
求
：め.て
止
土
ぬ
勞
爾
過
程
が
、

時
：の
：經
過

_,に
：伴

れ.て
、
斷
ベ
ず
其 

:
I
,
;
:
卜

範
圍
を
鱗
大
し
、

且
.つ
内
的
に
：も
其
本
質
を
變
化
す
る
ビ
、

い

ふ

事
實
に
こ
を
進

步
？
い

ふ
.槪
念
の
眞
の
內
容
は 

.
:
:';
,:る
：。::
炉
.ぐ
し
て
非
論
理
的
の
も
.の
#
偷
理
的
の
も
の
:
忌
む
可
ぎ
も
の
は
、
愈
i
益
：
3
同
時
に
非
1|
:
會

ゅ

せ

し

て

又
 

ト
生
存
に
'有
害
の
も
の
？
し
て
現
は
れ
る
。
：

V 

'

,
V
 ;

斯
榇
.：に
ァ
ァ
.
ド
'

レ

ル

に

在

て

ね

人

：
間

の

胸

奧

，
に

由

來

根

强

く

巢

喰

.て
ゐ
る
社
會
：的
共
.同
體
の
觀
念
が
、
歷
史
の
最
. 

;'
:
:
:も
カ
55
!

い
原
動
カ
で
し
ー
て
瑰
ほ
れ
食
ゐ
る
：：0

他
の
生
產
カ
並
技
生
：產
關
係
«

之
が
實
現
-の
補
助
手
段
ど
な
る
ベ
き
外 

.

.
^

0

0

.

^
 

^
 

f

t
 
6

#
 

M
 >
其
構
造
0
.上
か
ら
^

^

1
產
.に
適
せ
る
物
許
&
に 

;

'

,限

、
機
に
、
a

會
的
に
向
け
：&

れ
た
る
.意
思
：̂
亦
®
社
脅
に
存
：す
る
生
：康
カ
の
助
を
以
T

出
來
る
範
_
內
の
も 

:

の
，を

造

し

得

る
.に
^

ぎ
な
い
;0

各
時
代
の
社
會
的
理
念
の
#

で
ゐ
る
.影
響
力
.0

限
界
は
實
に
是
に

存
す
る
。
又
其 

:'
!
.特
定
：の
內
容
，か
ら
見
.れ
ば 

ー
$

時
代
の
諸
觀
念
^

經
濟
狀
雜
^

依
て
定
泰
る
>

^

併
唯
だ
最
高
目
.
的
の
み
は
\

|^

の 

:
:'
,

粮
柳
斗
活
0

形
式
に
依
て
、
或
は
ア
？
ァ

甘レ〔

ホ
0

:好
ん
卞
謂
^

形
式
的
心
的
に
決
定
：さ
れ
る
？
ァ
;7
.

ド
レ
ダ
は
槪
念
ど 

•「

經
t

の
關
係
に
對
ず
々
ヵ
^
ぼ
へ
の
有
名
な

_

:

:.
る
、
：：
即
ち

『

物
質
を
伴
は.ざ
^
»1
^
 

。』

又

他

の
0
所
に 

';:

-:

_

_

_
 

_
^
與
す
る
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ

-
、̂
こ
の
■
想
實
現
の
方
法
を
決
定
す
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る

』

s
o

…

.，■1
丨 j
i
j
f
i
i 

丨

丨

丨
-_
_
___

_ 

____

最
後
に
：

k

ァ
ド
レ
ル
は
此
點
か
&

廉
に
最
後
0 :

重
要
な
5

を
踏
み
だ
”
し
て
、ゐ
ぃ
る
9
偷
理
的
價
値
に
友
て
|

.

 

 ̂

た
人
間
の
力S

E
T

 

2
Q

方
向
を
決
定
す
f

の
で
t

從
T

I

代
々
々
I

■

は
f

 

|

が
最
高
~

 

匕
：
.

的
S

し
て
接
近
s

i

程
度
I

す

尺

度

裏

る
I

I

い
I

れ
^

^

:;
'
■」

價
値
を
漸
次
に
|

す
る
:*

に
外
な
|

い

。

而

し

て

此

：纖

的

值

値

は

無

意

識

的

に

：人

I

自
身
の
中
に
永
P

 

:
:
.」

活
f

る
根
本
的
動
機
S

て

內

在

し

、
意
f

依

て

次

第

に

最

農

し
S

識
さ
れ
る
S

る
。勿

靈

匕
』

丨
於

-

る
偷
理C

T

價
値
評
價
は
與
自
身
ズ
し
て
現
は
れ
な
い
で
、
寧
ろ
内
在
的
に
：作
用
す
る
：因
果
的
嬰
素
ど
し
て
現 

へ
：：

は
.

翁

f

偷

理

的

觀

:
:
:

に
取
て
"

亦
f

的
I

の
方
向
S

離

に
‘
決
®

^

 

r

ァ
ド
；

は
f

，

t

l

 

:
理
の
H

で'
d

る

『

歷
史
が
過
#

ヵ
因
果
必
然
的
に
'

、

偷

理

：
が

見

て

.

以

：
て
疋
し
一
い

.
ビ
す
る
：目
的
に
向
て
進
ま
ざ
る
.可

t

f

い
上
囊
は
社
會
生
活
の
因
I

生
的
硏
s

.

f

.明

晴

緣
め
し
む
1

で

ぁ

£

極

め

ょ
 

r
 

i

實

に

霞

す

含

調

和

の

如

I

の
I

 

最

高

一：

の
價
値
I

f

實
現
さ
せ
.

f

の
I

黯
生
產
力
の
機
關
で
ぁ
つ
て
> 

此
機
關
製
作
の
使
命
も
又

當

初

か

S

 

'

 

:

.

:に
存
す
る
こ
す
は
明
白
で
あ
る
。；
：

ァ
ァ
ド
レ
ル
も
マ
ル
ク
ス
ぶ
び
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
：思
想
傲
域
を
放
棄
し
て
し
ま
つ
た
裏
樣
確
か
で
ぁ
る
0 

I

I

 

;■
•
.
マ
ノ
ク
ス
ど
间
機
に
發
坡
のI

義
的
な
る
，こV

J
»
.

豫
ー
め
決
定
し
得
可
U

を
餾
ぐ
ま
で
主
張
す
；る
。
併
.

ン
皮
次
4

 

:■
:

:
產
力
の
中
に
I

的
_

l

i

れ
る
事
に
依
i

目
的
を
達
：し
て
ゐ
I

對
し
。

ぶ

ク

ス

及

び

r

 

ノ.

C

W

 

V
,

.

は
、
量
を
說
明
す
る
場
合
，
社
會
主
翁
を
基
礎
づ
け
す
る
馨
に
.
こ
の
.偷

理

的

要

素

を

：全
；

H

た
：事

をf

第
二
十
一
卷

(

ニ 
2

)

唯
物
史
觀
批
評

’ 

I

.
 

5



第
二
十一

猞

2

5

3

唯
物
史
觀
批
評 

0

A

0

S

H
 

諮
i

l>
:

.た
位
で
：あ
る
。.
勿
論
彼
等
匕
_

も

内

心

に

於

：

T

は
"
.
腠

史

の

進

狞

ゆ

伴

作

^

結

局

過

暴

め

狀

態

ょ

ダ

靈
 

'
に：

一
層
{ €

れ

た

或

，物

即

ち

社

會

主

義

社

會

が

之

に

適

は

.し
い
«

♦〗

の
世
界
を
伴
：ふ
で
現
は
れ
る
の
.を

確

信

し

.て

疑

は
 

な

が

つ_た
。
，
併

：
し

針

會

.理
想
が
，滕
史
的
.發
展
の
方
向
を
決
定
.
t
'る
：も
の
で
.
あ
：：る
«

,
ぎ
ヒ
，い
.
ふ
：事
は
到
底
.彼

等

，
の
：
承

認
 

.
し
な
'い
所
で
ぁ
‘
ら
5
0M
何
S

な
.れ
ば
：彼
等
の
觀
察
'方
法
.に
；於
い
.て
は
.、
感
覺
的
衝
«

以

上

ほ

偷

现

的

價

値

誶

.
«
が

遨
 

に
優
勢
で
あ
る
€

い
：ふ
だ
.け
.で
は
決
し
て
滿
足
は
し
な
.
い
し
、
又
社
會
主
義
を
唯
一
の
可
能
な
^

は
常
に
優
勢
な
®
 

想
^

あ
冬
ど
言
ふ
'だ

け

：で

は

決

じ
.て
承
知
し
な
い
か
，ら
で
«

^

。

' 

. 

:

.
ァ
ナ
ド
レ
ル
の
理
論
の
弱
點
は
實
"に
愛
に
.存
す
.气

.人

間

の

行

爲

を

決

定

す

，.る
倫
理
的
償
値
は
唯
だ
社
會
主
義
的 

へ
理
念
だ
け
で
ぁ
ら
ぅ
か
。
他
の
種
類
.

Q
偷
理
的
價
値
"：■

宗
敎
的
觀
念
.
r或
は 

>
.自
由
^
眞

理

，

國
體
宣
揚
等
：の
«
念 

は
存
在
じ
得
な
い
で
ぁ
ら
ぅ
か
”
若
し
在
る
ど
す
：れ
ば
ぜ
れ
は
偉
^

^
る
經
驗
論
者
ラ
シ
減
^

^
 

.
の
®
史
觀
に 

著
し
ぐ
接
近
す
る
と
《

な
：る
。

」

麟
の
歷
史
觀
は
：其
反
對
者

'、

信
奉
：者
典

U

屢
：{
之

を

甚
し
く
誤
解
し
、
.又
從
雄
瓧 

.
主
義
者
に
殆
ん
f
顧
み
ち
れ
な
が
つ
た
。
.ラ
ン
ヶ
に
#
て
：も
又
滕
史
の
進
行
を
決
定
す
る
も
の
は
植
自
ら
謂
，ネ
が 

如
く
、
倫
'理
的
方
•
逾
德
的
活
動
で
ぁ
る
'。
«
だ
彼
0.「
觀
念」

は
價
値
•の
階
等
の
中
に
整
序
さ
れ
て
..な

い

し

*
又 

觀
念
發
生
の
順
序
が
豫
定
^
れ
.て
な
い
だ
け
で
ぁ
る
。
惟
ふ
にr

時
代
に
如
，何
な
る

理

想

，が
支
配
し
：た
か
、

其
等
の 

理
想
が
相
互
に
如
何
様
に
交
錯
し
、
而
て
其
獨
特
の
务
錯
の
仕
方
^
依
1:
'其
時
代
_の
^

^
を
決
定
じ
た
.が
_は
寧
ろ
當 

該
時
代
及
び
當
該
爾
民
に
對
.す

6 '
:

歷
史
的
硏
觉
を
俟
て
初
め
て
確
定

さ

、る
可
き
も
の
で
あ
る
。
社

#
的
典

同

_
の

® 

想
か
常
に
人

間

の

胸
奥
■に

存
在
す
る
の
事
實
は
姑

く

ァ

ァ

ド

レ
：
ル
，

VJ

共
に
之
を
認
め
る
が
、
こ

の

理
想
，が
'結
.周
、
.之 

ビ

，典
(;
活

動

し

て

ゐ

る

自

然

的

、

心

的

勢

：カ

を

腿

服

.し

て

«

獨

办

、

生
起
0

方
向
を
決
_定
1ず
可
き
も
0 :
で

ぁ

.

.
る

ど

誰

が
主
張
し
将
や
う
ぞ
。
.
.又
總
て
.
の

時

代

を

通

じ

て

：，左

；
う

で

：
あ

つ

‘た

ど
.誰

：が

虫

張

し

得

中

う

，ぞ

。
：
本

來

社

.，會
的
共
同
體 

の
到i

想
^

何
等
び
.扑
柬
を
受
け
る

こ

>
j

無
ぐ
、
內
在
的
な

.1
/

甸
決
.定
カ
$

し

て

妥

當

す

る

_
*
/

」
い

ふ

亊«

滕

^

的

事

實

^
し
て
經
驗
的
に
論
證
す
名
：こ
；ぐ

も

出
來
な
け
れ
ば
又

1«
ニ
へ
0
可
能
な
る
假
說
ミ
.し
'て
論
.理
的
に
之
^

る
こ 

$
鲈
»
來
な
い
の
で
あ
：る
。

.1-
へ

■

>

■

:

.

I 

+
1
，

結
，，：
.
：
.，
：
論
"

. 

ノ ■
: 

■ 

. 

呢
物
史
舰
に
對
す
る
此
最
近
の
，改
良
的
企
0 g

當
西
は
姑
ぐ
措
<

 

ご
し
て
も
_

に
此
事
實
は
鏡
に
他
の
,
ル
ク
グ 

 ̂

.ス
：卜
の
勢
力
朱
墜
相
俟
て
> 
_

物
史
賴
の
弱
維
が
漸
く
其
信
奉
.
者

達

に

も

亦

明

か

に

，

氣

付

れ

て
■

來
た
事
を
物
鋳
る
- 

ン
も
の
セ
办
る
。：
彼
等
は
人
間
共
同
^

活
0
總
て
'

め
變
化
の
原
@

を
生
產
カ
變
化
：の
事
實」

に
求
む
る
9
併
€

彼
等
«
何 

故
に
生
：產
ヵ
»

者
が
.
自

ら

：永

續

的

：に
，變

化

す

べ

き

も

の

で

あ

&

且
'

っ

何

故

に

此

事

實

が

，必

.
然

的

に

社

會

主

義

の

.方

向 

へ_

ぐ
可
き
も
の
か
を
說
明
す
る

.
事
は
出
來
な
い
。
唯
物
史
賴
の
«
泰
者
達
は
4

や
*

生

畫

«
^
の
方
(«
1

&
^
カ 

を
放
襄
す
：る
が 
>
 

犮
も
な
け
れ
ば
與
論
據
を
，
人
間
行
爲
を
一
定
の
方
阬
^

導
<

所
哚
|

評
價
に
求
&
可
ぎ
か
の 

f

な
ら
ぬ
破
目
に
逢
看
し
て
ゐ
.

る
。
何
れ
に
し
て
も
マ
ル
ク
，
ス.
.體

系

の

頑

固

さ

は

緩

和

さ

れ

る

が

"

そ

れ

ど

共

に 

其

統

f

性
も
炎
は
机
て
し
ま
う
。:：

唯
物
*

獅
垆
ブ
ル
：ジ
ョ
：y

的
滕
史
哲
學
紙
^

_

&

敏
述
#

?

根
本
的
^

相

違

す

：
る
：
 

所
は
生
產
適
程
を
以
て
原
因
$

し
て
强
制
的
に
働
ぐ
カ
で
办
な
炙
す
る
.
見
解
^ .

、「

偸
娌
的
§

^

を
»

&

上
^

;

於
/ :
- 

て
全
ぐ
無
カ
贏
る
觅
»

1

夂

是
_

見
观
5

1

ぐ
放
襄
さ〔

れ
.
冬

以

邊

(

 ̂
f
 

0
0
^

^

^

M

^

^

^

^

^

§

1

^

^

^

o所
が
こ
の
問
題
は
可
人
：も 

S

のI

致
し
な
い
麗
i

今

何

I

れ
■
'
.こ
_

題
は
經
驗
的
硏
究
0

2
运

2

涂
定
出
S

S

く

碧

ー

卷

O

I

驗

趣

|
 

1

I

:



f-
-
/
r十

一

魯

(

一

一

-

O

S
 

唯
物
敗̂

g

評 

0

0

 

.
1

H

四

o
で
あ
る
。
總
て
立
論
の
前
提
ば
純
粹
經
驗
の
範
圍
を
超
越
す
るf

s
F

办
ら
，又
き
ラ
あ
ら
ね
ば
な
ら
^
事
は
吾
々

の
知
6'

通
■ヶ
で
あ
る
？
乍
併
，
吾
々
は
*
令
ト
ォ
マ
ス
<■
;

ァ
ク
.
ィ
ナ
^

、
カ
ン
f

9

へ
エ
ゲ
ー
ル
、

コ
ム
ト
、
：
マ
ル
ク
ス 

の
も
，の
.た
な
を
問
は
^

凡
そ
へf

定
の
爾
提
を
獨
斷
と
じ
、て
或
は
襌
に
科
學
的
，に
是
解
さ
れ
た
假
鍊
£
し
て
他
に
贶
ひ 

'
へ
：て
は
な
'
k

な
.
い
。
若
し
：ぞ
が
で
な
け
れ
ば
：菩
々
は
：必
中
や
•

一：
個
の
新
な
る
煩
#

學
の
法
宵
に
陷
名
こ
ミ
.に
な
を
。

'

®
 

:
,「

人
.ゆ
眼
：_

は
總
て
斯
輝
の
假
說
は
.
同
樣
の
樾
利
を
持
つ
も
の
妒
^

經
驗
的
事
實
を
W

明
ず
る
に
如
何
に
役
立

:

.

h
 

: 4 

」

人

:
此
經
驗
的
妣
判
的
觀
察
方
法
：

&
ち
本
來
の
，マ
ル
ク
ス
と
マ
ル
ク
ス
0
獨
斷
#
從
的
崇
禅#
に
.到

：る
橋
渡
じ
は4
つ 

:

:.
:も
«-

い
。、
斯
種
の
.經
驗
批
辆
的
觀
瘵
法
か
ら
見
れ
ば
、
'唯
.物
^

:
:
:
:
::
-;

_
係
を
第
に
歷
史
的
：生
活
の
倐
件
^
考
：
へ
る
人
々̂
行
動
を
.共

に

す

^
事

本
來
の
儘
の
_

物
史
觀
は
其
構
造
が
如
何
に
レ
首
尾1

a

u

l:

ゐ
，る
0

セ
吾
々
：を
魅
惑
す
る
。
併
し
乍
ら
.
其
れ
«
、 

;
,::
其
自
身
合
目
的
.
！2
變
化
す
る
所
の
生
產
カ
^

い
ふ
瞹
眯
な
綜
合
槪
念
蚤
持
も
出
：し
た
だ
对
て
歷
史
の
過
程
を
表
猶
上 

だ
け
簡
取
に
解
釋
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
勿
論
唯
物
史
鶴
の
影
響
《
極
め
て
著
ム
い
。
何
名
な
：れ
ば
，
唯
物
史
觀
は 

.

:

:

へ;

^

 

特
に
而 

も
極
端
•
ど
思
は
6

、
迄
に
利
害
の
前
面
に
拉
し
來
ぅ
、
而
し
て
社
會
階
級
の
構
成
と
い
ふ
樣
な
之
ま
で
全
く
看
過
さ 

»

;

:

れ
：て
.
ゐ
'
た
が
而
も
非
常
に
.
重
袈
な
る
現
象
に
對
'1
.

て
甚
大
の
注
意
%

喚
^

さ
せ
た
か
.
ら

：
で

沁

^

。
.
.
併

し

乍

ら

唯

物

史
 

T

:;
'

l

觀
會
典
儘
應
用
す
れ
ば
滕
史
の
戯
肅
が
生
れ
る
。
唯
物
史
觀
：は
事
實
を
根
本
的
に
認
徽
し
、
硏
究
し
た
結
舉
ビ
し
て 

, 

生
れ
た
も
め
で
は
な
C

寧
.
ろ
個
々
め
«

察
め
結
来
を
性
急
.に
；且
つ
大
鄭
に
普
遍
化
す
る
事
に
依
て
邊
れ
た
も
の
で
あ

-
.

.

.

.

. 
. 

-■-
-
-
-
-
-
-

-ご

■
■ 

.

.

..

.

.
 

i

-
 

.

. 

!

も
。
マ
^
ク
メ
及
び
各

.ン：̂

次
ス
は
顆
歐
玫
族
0
:滕
史
の
幾
分
し
が
ぞ
知
れ
る
：に
ず
ぎ
な
か
っ
た
。
彼
等
の
-使
用
し
，

た
民
族
心
理
學
的
*
宗
敎
把
的
資
料
は
極
め
て
會
巍
で
又
之
に
#

^
る

知
識
の
：如
.き
も
極
め
て

些
少
の
も

0
、
に

.
す

ぎ

へ
な
か
っ
，
巧

そ

の

上

經

濟

的

方

而

に

於

い

て

夺

へ

知

尙

：充
分

の

確

0 :
た
る
a
見
.
持̂
^

1

^

0た
。
だ
か
.ら

「

の
理
論
に
"
は
，一.
賭
的

の

誠

驗

的

假

鑛

に

.
免

れ

雛

い

總

T.
0 -
證
徵
を
自
ら
備

へ
て
ゐ
た
。
而
る
に
此
理
論
は
確
定
的
敎

義
ど
さ
れ
て
し
ぁ
っ
だ
'.

1
く
い
4
©

は
此
理
論
は
政
治
的
.
動

機

か

：
ら

生

：れ

た

も

の

^

あ
^

.

そ
の
上
實
際
述
動
0
^

、一
め
じ
刺
.用
さ
れ
る
も
の
で
* ;

兑
拉
か
&

で
あ
る
”

總
て
雛
領
並
に
政
黨
は
§

,

る
瘕
說
，の
.
上

じ

る

5

出
來

::
.な
.

i
。

そ
こ
.で
此
假
設
の
：中
：に
ば
認
識
の
堅

«;
な
る
®
礎
並
じ
事»
砂

將

來

④
經
過
を
計
虛
^

る
秘
鑰
の
存
す
る

ビ

.の
，信

念

を

與

ふ

る

こ
^
に
依
で
傲
に
此
«•
解
に
.對
す
>̂
;
歸
依
者
奪
集
め
：て
な
る
：
の
モ
あ

‘ %

彼
等
は
歷
史
を
一
個
の

眾
純
な
る
.顆
’の
中
に
追
び
潘
め
闻
、
之
を
：能
處
し
得
^
き
'も
0,
,を
し
た
.
0食

が

ら

、
聚

に
.託

.處

す

可

か

ら

ざ

る

人

間

精
刺
の
創
造
カ
を
西
忠
す
;^
©

止
む
な
ぎ
に
：到
< >
:
;
た
の
で
私
る
。
而
み
げ
此
人
間
精
神
無
^

し
て
•
.は
、
.
縱
令
，
經
濟

:

に
於
け
る
ど
、
：社
會
に
於
け
：る
^
を
不
問
、
如
何
に
偉
大
な
る
人
間
の
事
業
も
"
觅
に
如
何
に
新
な
る
も
の
を
齋
ら

-す
發
展
1
之
を
理
解
す
：る
：事

は

到

底

出

來

な

い

。
之

^.
ぐ
し
て
は
人|»
.藤

物

€
均
し
ぐ
、
填
篇
活
必
翁
品
の
'.滿
：

足
以
上
に
出
で
る
こ
^
は
出
跟
な
い
T
あ
ら
か
o
'
;果

し

，
て
：
そ

ぅ

.で
あ
れ
ば
、.：見
^
ざ
る
運
命
や
超
®
然
力
が
吾
々
の

.秫
屬
を
豫
定
の
方
向
に
押
し
進
办
.て
ゐ
.る
もQ

だ
^
想

像

勢

る

外

は

な

い

で

私

ら

ぅ

。
：
勿
論
人
間
が
其
時
代
の
.生
活

，
係

並

にa心
考
方
法
の
た
め
に
少
か
ら
^
制
限
を
/ス
け
る
€ 

gは
思
惟
す
る
に
雛
く
な
い
が
--
>
_

「

若
し
人
間
が
少
ぐ
.ビ

も
此
限
界
以
上
：に 

一
f

ふ
踏
み
出
S

い
?

れ
ば
、
從
來
梟
っ
た
他
の
狀
態
S

底
求
I

い
ふ
様
な
事
は 

決
尥
て
.
あ
&

将
な
い
；で
あ
|

フ
:°

:'
-.';
ノ 

•

: 

.

ノ

‘
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饿
11

屮
：s

.2
L

2

C
唯
物
史
觀
批
評 

裕

八

雄

1
H六 

:
新
な
る
も
の
を
恩
考
し
、：氧
つ
_

す
る
天
賦
の
才
が
入
間
に
依
て
夫
々
相
違
が
t

v
 

は
云
：ふ
を
俟
だ
な
い
o
 

併

：む
"
0常

办

慣

習

に

從

：て
、
，
沈

滯

3
た
：生
活
を
送
る
こ
，ビ
：は

'只

墓

悅
.し
：急
9
^

賦
紀
全
ぐ
缺
：い
て
な
る
人
は
無

'い
？
さ
れ
ば
こ
そ
，吾
々
は
如
柯
に
し
て
天
才
.が
其
事
業
を
成
就
贫
る
事
M
出
來
た
か
、
 

如
何
に
.し
'て
一
つ
の
新
な
.る
.科
學
的
«
見
が
生
れ
た
か
將
又
如
€
に
し
.て
經
濟
並
に
：國
，家
：

§
變
苯
が
：一
定
0
狀
態
0. 

可
能
で
あ
令
た
か
を
成
程
め
理
解
す
る
事
が
出
來
る
？
併
：し
乍
ら
起
：つ
‘た
事
は
當
：に®
る
可
か
.ダ
し
事
で
あ
つ
て
、
 

決
.し
で
他
の
事
於
起
り
得
な
沪
つ
：た
ど
ぃ
ふ
理
由
を
論
證
す
‘
事

も

莨

又

將

來

起

厶

可

き

事

：も
豫
测
す
る
事
.は
出
來

、-f 
1

0

' 

. 

, 
.
 

.
 

, 

•. 
. 

•

々
へ
し 

.
 

:

叙
；̂
諸
般
办
滕
史
的
條
伸
を
丹
念
に
考
處
ず
れ
ば
、

1

«は
，
來
る
可
ぎ
事
實
の
可
能
性
の
程
度
ど
近
似
性
，0
:程 

度
を
鱗
る
事
は
肿
來
.る
彳
併
し
乍
ら
，
諸

般

の

起

々

得

可

き

變

化

：の

.中
で
何
れ
®
も
^

か
'は
：一
つ
に
.
此
諸
般
0

條
#

の
^

に
生
活
し
且
-5
)

活
動
す
.を
人
間
0 :

創

造

的

行

爲

に

友

右

：さ

れ

名

。

若

.し

そ

ぅ

で

な 

:
け
れ
ば
、
生
活
比
依
然
ど
し
て
化
石
的
形
璐
に
膠
着
：し
，
社
食
は
徵
.境
の
危
_

な

る

變

化

：：に

對

し

て

合

目

的

に

反

動 

「

を

與

，
へf

、
.新
な
る
文
化
價
値
を
創
造
し
/ 2
>

す
：る
能
カ
を
喪
失
す
る
。§
:

が
.「

民
族
に
存
猶
せ
る
場
合
.に
U

、 

‘外
的
關
係
は
縱
令
、
如
何
に
劣
惡
で
あ
夕
贫
も
做
ほ
新
な
る
飾
も
獨
特
办
事
業
が
行
は
れ
る
‘で
あ
ら
ぅ
し
、
又
縱
令 

如
啊
に
深
い
奈
落
ゆ
底
に
陷
贫
も
卿
て
爲
復
活
す
へ
る
の
蕻
胪
あ
る
ャ
ソ
フ
.

：

‘

,

「

現
今
の
不
幸
ビ
い
玉
不
幸
を
*
め
®
し
ね
吾
が
國
民
の
唯
一
：：の
賴
み
S
す
，る
所
は
»
逸
^

#
そ
の
者
の
か
ら
M

W 

す
る
カ
0.
親
で
あ
る
，
吾
國
斑
が
余
の
信
^
る
が
如
く
、
何
ほ
：徽
涮
V
/
J
^
f
健
在
で
あ
.る
'
な

ら

ば

こ

の

獨

逸

精

神 

は
”、
吾
等
の
立
て
る
戰
場
の
廢
墟
を
通
汜
自
ら
活
路
％
求
.办
セ
> 
賴
て
選
ば
れ
/2
る
_
民
‘间
胞
の
創
造
的
行
爲
：の
和

に
流
れ
込
む
で
ぁ
.
ら
ぅ
o

吾
々
.將

，來

の

運

命

を

決

定

す

る

も

の

は

1、
.
決
し
で
窗
目
的
：に
游
動
す
る
外
的
勢
カ
で
は
む 

ィ
«

、
菩
々
國
民
^

し
て
.
此

創

造

ヵ

，を

果

し

，て

內

奧

に

保

有

す

る

や

否

ゃ

の

.
ー
事
で
ぁ
る
。

.

:
:

汝
の
胸
に
こ
そ
、汝
が
運
命
の
星
は
®

る
な
れ
。

ど
言
つ
た
吾
が
詩
人
の
言
葉
，は
全
體
ビ
し
て
め
吾
國
民
の
上
に
も
亦
適
は
し
い
。

ト 

: 

.

.

(
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